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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

区政に対する区民の評価やニーズを調査し、今後の区政運営や政策立案の基礎資料とするこ

とを目的とする。 

 

２．調査の内容 

（１）属性質問 

（２）お住まいの地域について 

（３）防災について 

（４）福祉・子育てについて 

（５）あなたの生活や健康について 

（６）お住まいの区の地域行政について 

（７）自由意見  

 

３．調査設計 

（１）調査対象 中区内に居住する 18 歳以上の方 

（２）対象数 4,000 人（内訳／日本国籍 3,500 人、外国籍 500 人） 

（３）抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

（４）調査票の言語 日本語、英語、中国語 

（５）調査方法 郵送配布・郵送またはインターネットによる回答 

 （インターネット回答は日本語のみ） 

（６）調査期間 令和 6年 5月 24 日（金）～6月 21 日（金） 

（７）回収結果 

  ア 有効回収数 1,939 件（内訳／日本国籍 1,791 件 外国籍 148 件） 

               インターネット回答 735 件（内、外国籍 55 件） 

  イ 有効回収率 48.5％ 

 

４．報告書の見方について 

（１）比率は全てパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、パー

セントの合計が 100％にならないことがある。 

（２）複数回答の設問の集計は、回答者数（票数）に対する回答率で表すため、各項目比率の合

計が 100％を上回ることがある。 

（３）基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数である。 
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５．回答者の属性 

性別 
男性 821 件 42.3% その他 7 件 0.4% 

女性 1009 件 52.0% 無回答 102 件 5.3% 

年齢 

18～19 歳 12 件 0.6% 60 歳代 340 件 17.5% 

20 歳代 132 件 6.8% 70 歳代 307 件 15.8% 

30 歳代 194 件 10.0% 80 歳以上 158 件 8.1% 

40 歳代 305 件 15.7% 無回答 69 件 3.6% 

50 歳代 422 件 21.8%       

家族構成 

ひとり暮らし 422 件 21.8% 
祖父母と親と子（三世
代） 

68 件 3.5% 

夫婦（パートナー）のみ 521 件 26.9% その他 76 件 3.9% 

親と子（二世代） 765 件 39.5% 無回答 87 件 4.5% 

同居家族 
（複数回答） 

未就学児（保育園児・
幼稚園児を除く） 

39 件 2.0% 
短大生・大学生・大学
院生 

128 件 6.6% 

保育園児 47 件 2.4% 高齢者（65 歳以上） 457 件 23.6% 

幼稚園児 25 件 1.3% 
介護など支援を要する
人 

88 件 4.5% 

小学生 145 件 7.5% 
あてはまる同居人はい
ない 

828 件 42.7% 

中学生 95 件 4.9% 無回答 228 件 11.8% 

高校生・高専生 118 件 6.1%       

職業 

会社員・公務員・団体
職員など 

722 件 37.2% 家事専業 200 件 10.3% 

自営業・自由業 191 件 9.9% 
就労などはしていない
（無職） 

368 件 19.0% 

パート・アルバイトなど 271 件 14.0% その他 57 件 2.9% 

学生 45 件 2.3% 無回答 85 件 4.4% 

配偶者（パートナー）
の有無 

既婚（配偶者あり・パー
トナーシップ制度含む） 

1113 件 57.4% 未婚 464 件 23.9% 

既婚（離別・死別） 280 件 14.4% 無回答 82 件 4.2% 

配偶者（パートナー）
のご職業 

（「既婚（配偶者あり・
パートナーシップ制
度含む）」回答者） 

会社員・公務員・団体
職員など 

463 件 41.6% 家事専業 119 件 10.7% 

自営業・自由業 141 件 12.7% 
就労などはしていない
（無職） 

218 件 19.6% 

パート・アルバイトなど 133 件 11.9% その他 27 件 2.4% 

学生 0 件 0.0% 無回答 12 件 1.1% 

居住形態 

持家（一戸建て） 584 件 30.1% 
借家（社宅、公務員住
宅） 

42 件 2.2% 

持家（マンション・共同
住宅） 

694 件 35.8% 
借家（民間アパート、民
間賃貸マンション） 

344 件 17.7% 

借家（一戸建て） 55 件 2.8% その他 20 件 1.0% 

借家（県営・市営の共
同住宅） 

32 件 1.7% 無回答 86 件 4.4% 

借家（都市再生機構
（旧公団）・公社の共同
住宅） 

82 件 4.2%       

居住期間 

２年未満 199 件 10.3% 20 年以上～25 年未満 239 件 12.3% 

２年以上～５年未満 273 件 14.1% 25 年以上～30 年未満 104 件 5.4% 

５年以上～10 年未満 298 件 15.4% 30 年以上 369 件 19.0% 

10 年以上～15 年未満 229 件 11.8% 無回答 57 件 2.9% 

15 年以上～20 年未満 171 件 8.8%       
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６．居住地区 

地 区 名 町  名 件数 ％ 

Ａ地区 
（第 1 北部地区） 

赤門町、内田町、黄金町、桜木町、野毛町、初音町、 
花咲町、英町、日ノ出町、宮川町 

99 件 5.1% 

Ｂ地区 
（第 1 地区中部のうち、長者町を
除く） 

曙町、伊勢佐木町、末広町、末吉町、羽衣町、 
福富町仲通、福富町西通、福富町東通、蓬莱町、 
弥生町、吉田町、若葉町 

139 件 7.2% 

Ｃ地区 
（関内地区） 

相生町、太田町、尾上町、海岸通、北仲通、新港、 
住吉町、常盤町、日本大通、弁天通、本町、真砂町、 
港町、南仲通、元浜町、横浜公園 

85 件 4.4% 

Ｄ地区 
（埋地地区のうち、寿町・松影町・
三吉町を除く） 

扇町、翁町、千歳町、長者町、万代町、富士見町、 
不老町、山田町、山吹町、吉浜町 

121 件 6.2% 

Ｅ地区 
（寿地区のうち、扇町・長者町を
除く） 

寿町、松影町、三吉町 55 件 2.8% 

Ｆ地区 
（石川打越地区） 

石川町、打越 59 件 3.0% 

Ｇ地区 
（第 2 地区） 

新山下、元町、山下町 214 件 11.0% 

Ｈ地区 
（第 3 地区のうち、滝之上を除く） 

上野町、柏葉、鷺山、竹之丸、立野、仲尾台、西之谷町、 
本牧緑ケ丘、豆口台、妙香寺台、麦田町、山手町、 
大和町 

269 件 13.9% 

Ｉ地区 
（第 4 地区南部のうち、本牧荒井
を除く） 

本郷町、本牧町、本牧満坂 151 件 7.8% 

Ｊ地区 
（第 4 地区北部のうち、山手町を
除く） 

北方町、小港町、諏訪町、千代崎町、本牧十二天 96 件 5.0% 

Ｋ地区 
（本牧・根岸地区のうち、本牧原
を除く） 

池袋、かもめ町、千鳥町、豊浦町、錦町、根岸加曽台、 
根岸町、本牧荒井、本牧大里町、本牧三之谷、 
本牧ふ頭、本牧間門、本牧元町、南本牧、矢口台 

271 件 14.0% 

Ｌ地区 
（第 6 地区のうち、山手町を除く） 

大芝台、大平町、滝之上、塚越、寺久保、西竹之丸、 
根岸旭台、根岸台、簑沢、山元町 

193 件 10.0% 

Ｍ地区 
（新本牧地区） 

本牧原、本牧宮原、本牧和田、和田山 108 件 5.6% 

無回答  79 件 4.1% 

 ※ 地区名欄の括弧書き中の地区名は、「中区地域福祉保健計画」における地区名を指しています。 
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「中区地域福祉保健計画」における地区のエリア及び地区名 

 

 

※ 町名による区域と一部異なる部分があります。 

 

 

Ａ地区 第１北部地区   Ｂ地区 第１地区中部    Ｃ地区 関内地区 

Ｄ地区 埋地地区     Ｅ地区 寿地区       Ｆ地区 石川打越地区 

Ｇ地区 第２地区     Ｈ地区 第３地区      Ｉ地区 第４地区南部 

Ｊ地区 第４地区北部   Ｋ地区 本牧・根岸地区   Ｌ地区 第６地区 

Ｍ地区 新本牧地区 
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Ⅱ 調査結果 
 

１．お住まいの地域について 

（１）自治会・町内会の加入状況 

自治会・町内会の加入状況は、「加入している」が 52.8％と最も高くなっているが、35.9％の方

が「加入していない」と回答している。 

 

 

  

加入している

52.8%
加入していない

35.9%

わからない

10.2%

無回答

1.2%

(n= 1,939)

問１ あなたは自治会・町内会に加入していますか。（〇は１つ） 
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① 自治会・町内会の加入状況【地区別】 

地区別に自治会・町内会の加入状況をみると、「加入している」は「Ｉ地区」が 77.5％と最も高

く、次いで「Ｋ地区」72.0％、「Ｊ地区」66.7％と続いている。一方、「加入していない」は「Ｅ

地区」が最も高く 74.5％、次いで「Ｄ地区」57.0％、「Ｂ地区」51.8％と続いている。 

 

＜注釈＞・居住地区別の地区割りの詳細は、３ページをご覧ください。 

・網掛け個所は、全体および地区毎で最も高い割合の項目を示しています。 

 

  

（％）

n=

加
入
し
て
い
る

加
入
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1,939 52.8 35.9 10.2 1.2

Ａ地区
（第1北部地区）

99 43.4 45.5 10.1 1.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 34.5 51.8 13.7 0.0

Ｃ地区
（関内地区）

85 30.6 44.7 23.5 1.2

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 17.4 57.0 25.6 0.0

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 12.7 74.5 10.9 1.8

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 61.0 28.8 6.8 3.4

Ｇ地区
（第2地区）

214 38.3 45.8 15.0 0.9

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 63.9 29.0 5.9 1.1

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 77.5 14.6 6.6 1.3

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 66.7 26.0 7.3 0.0

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 72.0 19.9 7.0 1.1

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 61.1 33.7 4.1 1.0

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 53.7 41.7 4.6 0.0
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② 自治会・町内会の加入状況【年代別】 

年代別に自治会・町内会の加入状況をみると、「加入している」は「70歳代以上」が 67.7％と

最も高く、次いで「60歳代」59.1％、「50 歳代」52.6％と続いている。18～40 歳代では、「加入し

ている」割合よりも、「加入していない」割合の方が高くなっている。 

 

 
 

  

30.6%

40.2%

42.3%

52.6%

59.1%

67.7%

49.3%

46.9%

43.3%

36.5%

32.9%

24.3%

19.4%

11.9%

13.8%

10.7%

7.4%

5.8%

0.7%

1.0%

0.7%

0.2%

0.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）

加入している 加入していない わからない 無回答加入している 加入していない わからない 無回答
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（２）自治会・町内会に加入していない理由 

自治会・町内会に加入していない理由については、「加入するきっかけがない」が 45.3％と最も

高く、次いで「管理組合があるから加入する必要がない」21.1％、 「活動内容がわからない」20.5％、

「時間がない」20.3％の順となっている。 

 

 
 

  

45.3%

21.1%

20.5%

20.3%

17.5%

12.6%

9.5%

7.2%

7.0%

6.6%

3.3%

3.0%

2.2%

0.9%

5.2%

10.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

加入するきっかけがない

管理組合があるから加入する必要がない

活動内容がわからない

時間がない

加入するメリットを感じない

人付き合い・近所付き合いがわずらわしい

会費などを支払わなければならない

引っ越す予定がある・今の地域に長く住む

つもりがない

班長や役員になりたくない

必要とされる情報が得られない

魅力ある活動をしていない

家族や友人、知り合いが入っていない

同世代の参加者が少ない

現在の自治会町内会の運営に不満がある

特にない

その他

無回答
(n= 696)

【問１で２「加入していない」と答えた方にお聞きします。】 

問２ あなたが自治会・町内会に加入していない理由は何ですか。特にあてはまるものを３つ

までお答えください。（〇は３つまで） 
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（３）今後、居住地域（自治会・町内会等）で力を入れてほしい地域活動 

力を入れてほしいと思う地域活動としては、「防犯・交通安全」が 61.3％と最も高く、次いで「防

災」50.1％、 「美化・緑化・環境整備」41.9％、 「高齢者・障害者支援など」28.5％の順となってい

る。 

 

 

 

  

61.3%

50.1%

41.9%

28.5%

25.9%

16.2%

15.5%

12.1%

10.3%

9.2%

9.6%

2.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

防犯・交通安全

防災

美化・緑化・環境整備

高齢者・障害者支援など

資源回収・リサイクル

子育てや青少年健全育成

地域のイベント（盆踊り・餅つき大会等）

スポーツや健康増進

芸術・文化

住民同士の交流や助け合いの促進

（親睦会・旅行会など）

特にない

その他

無回答 (n= 1,939)

問３ 今後、あなたがお住まいの地域（自治会・町内会等）で力を入れてほしいと思う地域活動

は何ですか。（〇はいくつでも） 



10 

① 今後、居住地域（自治会・町内会等）で力を入れてほしい地域活動【年代別】 

力を入れてほしい地域活動を年代別にみると、「防犯・交通安全」、「防災」、「美化・緑化・環境整

備」はすべての年代層において高い割合となっている。 「高齢者・障害者支援など」は、年齢が上が

るにつれ割合が高くなり、70 歳代以上では 46.0％となっている。 

 

 

 
43.1%

35.4%

37.5%

19.4%

6.9%

19.4%

12.5%

63.4%

45.9%

46.4%

26.3%

12.9%

35.1%

15.5%

60.7%

47.9%

44.3%

21.0%

16.1%

22.3%

16.1%

67.3%

54.5%

48.6%

28.0%

28.0%

12.1%

9.7%

58.5%

55.9%

41.8%

30.0%

34.7%

11.8%

12.1%

63.4%

51.8%

35.5%

27.3%

46.0%

10.3%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80%

防犯・交通安全

防災

美化・緑化・環境整備

資源回収・リサイクル

高齢者・障害者支援など

子育てや青少年健全育成

スポーツや健康増進

16.0%

18.8%

4.9%

16.0%

1.4%

0.0%

17.0%

24.7%

7.7%

5.7%

3.6%

1.0%

12.1%

18.4%

8.9%

10.8%

5.2%

0.3%

9.2%

15.4%

7.8%

8.1%

2.4%

0.5%

10.0%

12.4%

9.4%

9.7%

4.7%

1.8%

6.2%

11.6%

12.9%

9.9%

0.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

芸術・文化

地域のイベント（盆踊り・餅

つき大会等）

住民同士の交流や助け合

いの促進

（親睦会・旅行会など）

特にない

その他

無回答

18～29歳（n= 144）
30歳代（n= 194）
40歳代（n= 305）
50歳代（n= 422）
60歳代（n= 340）
70歳代以上（n= 465）

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）
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② 今後、居住地域（自治会・町内会等）で力を入れてほしい地域活動【国籍別】 

国籍別にみると、日本国籍の方は「防犯・交通安全」「防災」の割合が高く、外国籍の方は「スポ

ーツや健康増進」「芸術・文化」の割合が日本国籍の方の２倍以上となっている。 

 

 
 

  

62.6%

51.1%

41.9%

29.0%

26.1%

15.9%

15.1%

10.9%

9.5%

8.9%

9.4%

2.8%

1.6%

45.3%

37.8%

42.6%

23.0%

24.3%

20.3%

20.9%

26.4%

20.3%

12.8%

12.2%

3.4%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

防犯・交通安全

防災

美化・緑化・環境整備

高齢者・障害者支援など

資源回収・リサイクル

子育てや青少年健全育成

地域のイベント（盆踊り・餅つき大会等）

スポーツや健康増進

芸術・文化

住民同士の交流や助け合いの促進

（親睦会・旅行会など）

特にない

その他

無回答

日本国籍（n= 

外国籍（n= 

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）
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③ 今後、居住地域（自治会・町内会等）で力を入れてほしい地域活動【地区別】 

地区別にみると、Ｌ地区を除くすべての地区で 「防犯・交通安全」が最も高く、中でもＢ地区が

68.3％と特に高い割合となっている。Ｌ地区は「防災」が最も高い。 

 
＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

 

  

（％）

n=

防
犯
・
交
通
安
全

防
災

美
化
・
緑
化
・
環
境
整
備

高
齢
者
・
障
害
者
支
援
な
ど

資
源
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

子
育
て
や
青
少
年
健
全
育
成

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
（

盆
踊
り
・
餅
つ

き
大
会
等
）

ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
増
進

芸
術
・
文
化

住
民
同
士
の
交
流
や
助
け
合
い
の
促

進
（

親
睦
会
・
旅
行
会
な
ど
）

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1,939 61.3 50.1 41.9 28.5 25.9 16.2 15.5 12.1 10.3 9.2 9.6 2.8 1.7

Ａ地区
（第1北部地区）

99 56.6 37.4 48.5 24.2 18.2 16.2 18.2 8.1 15.2 11.1 14.1 3.0 0.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 68.3 41.0 50.4 22.3 23.7 13.7 12.9 11.5 9.4 7.2 9.4 5.0 0.7

Ｃ地区
（関内地区）

85 60.0 50.6 42.4 21.2 21.2 15.3 17.6 14.1 17.6 10.6 7.1 1.2 1.2

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 62.8 45.5 47.1 19.0 25.6 11.6 14.9 11.6 9.9 7.4 11.6 4.1 1.7

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 61.8 36.4 32.7 30.9 18.2 12.7 18.2 12.7 5.5 9.1 18.2 3.6 5.5

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 49.2 45.8 40.7 28.8 30.5 15.3 11.9 11.9 8.5 13.6 15.3 1.7 1.7

Ｇ地区
（第2地区）

214 61.7 51.4 45.8 27.6 24.3 15.9 14.0 18.7 15.0 6.5 6.1 1.4 0.9

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 63.2 59.1 42.0 31.2 29.7 17.5 13.4 10.4 10.8 9.3 7.8 4.1 0.7

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 61.6 56.3 40.4 27.8 25.8 18.5 18.5 7.3 5.3 10.6 8.6 6.0 1.3

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 63.5 56.2 27.1 41.7 22.9 20.8 16.7 11.5 8.3 8.3 10.4 1.0 3.1

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 62.7 47.2 40.2 27.3 31.4 14.8 17.0 11.8 8.9 11.1 8.5 3.0 2.2

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 55.4 56.0 44.6 35.8 26.9 16.1 13.5 13.0 7.3 6.7 11.4 2.1 1.0

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 64.8 56.5 38.0 30.6 27.8 22.2 20.4 13.9 15.7 13.0 9.3 0.0 0.0
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（４）ボランティア活動・地域コミュニティ活動の参加状況 

ボランティア活動・地域コミュニティ活動の参加状況について、59.8％の方が「特にない」と回

答しており、最も高い「自治会・町内会」でも 16.7％となっている。 

 

 

 

  

16.7%

12.2%

8.6%

8.0%

3.7%

3.7%

3.1%

2.3%

2.0%

1.3%

59.8%

3.5%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自治会・町内会

自主的な寄付、募金（食堂の寄付メニューやフェアト

レード品の購入も含む）

お祭り

清掃活動

音楽・ダンス・スポーツ活動

ＰＴＡ

高齢者支援

子育て支援

災害・復興支援

障害者支援

特にない

その他

無回答
(n= 1,939)

問４ あなたは以下のうちどのようなボランティア活動、地域コミュニティ活動を行っていま

すか。 （〇はいくつでも） 
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（５）地域活動に参加しやすいと思う条件 

地域活動に参加しやすくなる条件としては、「気軽に参加できる活動がある」が 38.5％と最も高

く、次いで「活動する曜日や時間が自分の都合にあっている」が 36.5％で続いている。 

 

 

 

 

  

38.5%

36.5%

26.0%

23.4%

18.8%

13.5%

12.8%

11.1%

7.1%

6.6%

4.8%

3.5%

7.9%

3.3%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

気軽に参加できる活動がある

活動する曜日や時間が自分の都合にあっている

家族・友人など知っている人と参加できる

活動場所が近くにある

費用がかからない

体験会など、初めての人が参加しやすくする工夫が

ある

活動内容や開催日時・場所が掲示板などであらかじ

めわかっている

やりがいがある

活動者への報酬がある

子どもや高齢者などで配慮が必要な場合でも、一緒

に参加して受け入れてもらえる

活動に参加するための技術や知識を習得できる講

習会・研修会の受講の機会がある

活動について相談する場所がある

どのような条件でも参加したくない

その他

無回答 (n= 1,939)

問５ あなたはどのような条件であれば、地域活動に参加しやすくなると思いますか。特にあ

てはまるものを３つまでお答えください。（〇は３つまで） 
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① 地域活動に参加しやすいと思う条件【地区別】 

地区別に地域活動に参加しやすい条件をみると、「気軽に参加できる活動がある」は、どの地区

でも他の項目と比べ高い割合となっているが、「Ｃ地区」が最も高く 45.9％となっている。「活動

する曜日や時間が自分の都合にあっている」では「Ｌ地区」が最も高く 41.5％となっている。 

 

＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

 

  

（％）

n=

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
が
あ
る

活
動
す
る
曜
日
や
時
間
が
自
分
の
都

合
に
あ
っ

て
い
る

家
族
・
友
人
な
ど
知
っ

て
い
る
人
と

参
加
で
き
る

活
動
場
所
が
近
く
に
あ
る

費
用
が
か
か
ら
な
い

体
験
会
な
ど
、

初
め
て
の
人
が
参
加

し
や
す
く
す
る
工
夫
が
あ
る

活
動
内
容
や
開
催
日
時
・
場
所
が
掲

示
板
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ

て

い
る

や
り
が
い
が
あ
る

ど
の
よ
う
な
条
件
で
も
参
加
し
た
く

な
い

活
動
者
へ
の
報
酬
が
あ
る

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で
配
慮
が
必

要
な
場
合
で
も
、

一
緒
に
参
加
し
て

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
技
術
や
知

識
を
習
得
で
き
る
講
習
会
・
研
修
会

の
受
講
の
機
会
が
あ
る

活
動
に
つ
い
て
相
談
す
る
場
所
が
あ

る そ
の
他

無
回
答

全体 1,939 38.5 36.5 26.0 23.4 18.8 13.5 12.8 11.1 7.9 7.1 6.6 4.8 3.5 3.3 6.4

Ａ地区
（第1北部地区）

99 37.4 36.4 21.2 31.3 24.2 14.1 18.2 12.1 10.1 4.0 7.1 5.1 1.0 3.0 3.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 38.8 36.7 28.1 23.7 16.5 10.1 12.9 15.8 10.8 10.8 7.2 2.2 2.2 7.2 2.2

Ｃ地区
（関内地区）

85 45.9 38.8 21.2 30.6 16.5 17.6 9.4 9.4 5.9 4.7 7.1 7.1 2.4 7.1 3.5

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 28.9 37.2 23.1 27.3 15.7 9.1 11.6 14.9 14.0 7.4 5.0 4.1 5.0 4.1 6.6

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 32.7 21.8 9.1 25.5 12.7 10.9 9.1 7.3 23.6 10.9 3.6 3.6 7.3 3.6 9.1

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 37.3 37.3 32.2 13.6 15.3 13.6 15.3 10.2 16.9 11.9 10.2 1.7 1.7 0.0 3.4

Ｇ地区
（第2地区）

214 41.1 40.7 24.8 29.9 21.0 18.7 14.5 9.3 4.7 8.4 4.2 7.5 2.8 0.9 4.2

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 41.3 37.2 22.3 17.8 15.6 14.9 16.4 15.6 5.9 4.8 7.1 7.1 4.8 1.9 6.3

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 39.1 38.4 35.8 21.9 25.2 11.9 11.3 6.6 7.3 6.0 6.0 1.3 2.6 2.6 6.6

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 37.5 34.4 29.2 19.8 20.8 13.5 9.4 10.4 8.3 5.2 8.3 5.2 4.2 0.0 9.4

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 39.1 33.9 26.9 20.7 16.2 15.1 10.7 9.2 6.3 7.4 6.3 6.3 4.4 5.9 6.6

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 40.9 41.5 26.4 23.8 19.7 12.4 13.5 11.9 7.8 4.7 6.2 3.6 4.7 3.6 6.2

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 35.2 38.0 32.4 22.2 22.2 13.0 14.8 6.5 3.7 11.1 10.2 3.7 0.9 0.9 7.4
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（６）今後の地域活動に関する考え 

今後の地域活動に関する考えとしては、「中心となって活動を運営したい」「活動している人のお

手伝いをしたい」「活動の運営には関わりたくないがイベントなどには参加はしたい」の参加意向

がある方を合わせると 43.8％となる。一方、「関わりたくない」は 19.0％となっている。 

 

 

 

 

  

中心となって活動

を運営したい

1.8%
活動している人

のお手伝いをし

たい

21.6%

活動の運営には関わり

たくないがイベントなどに

は参加はしたい

20.4%関わりたいが今

は活動できない

34.1%

関わりたくない

19.0%

無回答

3.2%

(n= 1,939)

問６ あなたの今後の地域活動に関する考えで、最も近いものをお答えください。（○は１つ） 
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① 今後の地域活動に関する考え【問５ 地域活動に参加しやすくなる条件別】 

地域活動に参加しやすくなる条件別に、今後の地域活動に関する考え方をみると、「活動してい

る人のお手伝いをしたい」は、「活動に参加するための技術や知識を習得できる講習会・研修会の受

講の機会がある」を条件にあげる方が 34.4％と最も高くなっている。「関わりたいが今は活動でき

ない」では、「活動する曜日や時間が自分の都合にあっている」と「費用がかからない」を条件にあ

げる方がともに 41.9％と最も高くなっている。 

 
＜注釈＞・網掛け個所は、全体および地区毎で最も高い割合の項目を示しています。 

  

（％）

n=

中
心
と
な
っ

て
活
動
を
運
営

し
た
い

活
動
し
て
い
る
人
の
お
手
伝

い
を
し
た
い

活
動
の
運
営
に
は
関
わ
り
た

く
な
い
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

は
参
加
は
し
た
い

関
わ
り
た
い
が
今
は
活
動
で

き
な
い

関
わ
り
た
く
な
い

無
回
答

全体 1,939 1.8 21.6 20.4 34.1 19.0 3.2

家族・友人など知っている人と参加できる 504 2.8 25.8 24.2 33.7 11.7 1.8

気軽に参加できる活動がある 747 2.3 29.2 24.8 32.3 10.3 1.2

活動する曜日や時間が自分の都合にあってい
る

707 1.1 24.0 22.6 41.9 9.5 0.8

活動場所が近くにある 454 2.4 25.8 25.1 36.3 9.7 0.7

費用がかからない 365 1.1 24.0 22.6 41.9 9.5 0.8

活動者への報酬がある 138 2.4 25.8 25.1 36.3 9.7 0.7

やりがいがある 215 1.4 17.0 26.3 34.2 19.5 1.6

活動について相談する場所がある 67 2.9 18.1 19.6 37.7 21.0 0.7

活動内容や開催日時・場所が掲示板などであ
らかじめわかっている

248 1.6 25.4 27.8 33.9 9.3 2.0

子どもや高齢者などで配慮が必要な場合でも、
一緒に参加して受け入れてもらえる

128 0.8 26.6 28.9 36.7 6.3 0.8

活動に参加するための技術や知識を習得でき
る講習会・研修会の受講の機会がある

93 2.2 34.4 18.3 33.3 11.8 0.0

体験会など、初めての人が参加しやすくする工
夫がある

261 0.8 29.9 28.4 31.0 9.2 0.8

どのような条件でも参加したくない 154 0.0 0.0 3.9 9.1 87.0 0.0

その他 64 1.6 14.1 12.5 37.5 28.1 6.3
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（７）地域の清掃・美化活動への参加意向 

地域の清掃・美化活動には、31.8％の方が「参加したい」と回答している。 

 

 

 

 

  

参加したい

31.8%

わからない

46.4%

参加したくない

19.8%

無回答

2.0%

(n= 1,939)

問７ 地域の清掃・美化活動に今後参加したいと思いますか。（○は１つ） 



19 

① 地域の清掃・美化活動への参加意向【地区別】 

地区別に地域の清掃・美化活動への参加意向をみると、ほとんどの地区で「わからない」が最も

高くなっているが、「参加したい」は、「Ｌ地区」が 37.3％で最も高く、次いで「Ｍ地区」36.1％、

「Ｉ地区」35.1％と続く。 

 

＜注釈＞・網掛け個所は、全体および地区毎で最も高い割合の項目を示しています。 

  

（％）

n=

参
加
し
た
い

わ
か
ら
な
い

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

全体 1,939 31.8 46.4 19.8 2.0

Ａ地区
（第1北部地区）

99 26.3 52.5 21.2 0.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 33.1 41.0 25.2 0.7

Ｃ地区
（関内地区）

85 30.6 44.7 21.2 3.5

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 26.4 50.4 20.7 2.5

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 20.0 34.5 41.8 3.6

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 28.8 47.5 22.0 1.7

Ｇ地区
（第2地区）

214 31.3 47.2 20.6 0.9

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 30.9 47.2 19.0 3.0

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 35.1 46.4 16.6 2.0

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 32.3 44.8 20.8 2.1

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 32.8 49.1 16.6 1.5

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 37.3 45.6 16.1 1.0

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 36.1 47.2 16.7 0.0
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（８）居住地域の清掃状況 

清掃が十分に行き届いているか尋ねたところ、「十分に清掃されている」と「まあ清掃されてい

る」を合わせると 86.3％となっている。 

 

 

 

  

十分に清掃され

ている

25.0%

まあ清掃されて

いる

61.3%

あまり清掃され

ていない

10.2%

全く清掃されて

いない

2.4%

無回答

1.2%

(n= 1,939)

問８ あなたの住んでいる地域は清掃が十分に行き届いていると思いますか。（○は１つ） 
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① 居住地域の清掃状況【地区別】 

地区別に居住地域の清掃状況をみると、すべての地区で「まあ清掃されている」が最も高くなっ

ている。特に「Ｆ地区」71.2％、「Ｉ地区」70.2％、「Ｌ地区」66.8％が高い割合となっている。 

 

＜注釈＞・網掛け個所は、全体および地区毎で最も高い割合の項目を示しています。 

  

（％）

n=

十
分
に
清
掃
さ
れ

て
い
る

ま
あ
清
掃
さ
れ
て

い
る

あ
ま
り
清
掃
さ
れ

て
い
な
い

全
く
清
掃
さ
れ
て

い
な
い

無
回
答

全体 1,939 25.0 61.3 10.2 2.4 1.2

Ａ地区
（第1北部地区）

99 20.2 59.6 19.2 0.0 1.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 12.2 54.7 28.1 4.3 0.7

Ｃ地区
（関内地区）

85 29.4 63.5 5.9 0.0 1.2

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 15.7 56.2 21.5 5.8 0.8

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 10.9 43.6 29.1 14.5 1.8

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 15.3 71.2 10.2 1.7 1.7

Ｇ地区
（第2地区）

214 28.0 58.9 10.3 1.4 1.4

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 28.6 64.3 4.8 1.5 0.7

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 20.5 70.2 6.0 2.0 1.3

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 38.5 53.1 5.2 2.1 1.0

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 27.7 63.5 5.2 2.6 1.1

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 25.9 66.8 5.2 1.0 1.0

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 41.7 55.6 1.9 0.9 0.0
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（９）地域内のご近所との付き合い方 

ご近所の方との付き合い方については、「道で会えば挨拶ぐらいする」が 49.7％となっているが、

25.1％の方は「顔もよく知らない」と回答している。 

 

 

 

  

顔もよく知らない

25.1%

道で会えば挨拶

ぐらいする

49.7%

たまに立ち話を

する

17.5%

一緒に買い物に行った

り、気の合った人と親し

くしたりしている

2.5%

困ったとき、相談した

り助け合ったりする

2.6%

無回答

2.6%

(n= 1,939)

問９ あなたは、地域内のご近所の方とどのようなお付き合いをされていますか。（〇は１つ） 
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① 地域内のご近所との付き合い方【居住形態別】 

居住形態別に地域内のご近所との付き合い方をみると、 「顔もよく知らない」は 「借家（民間アパ

ート、民間賃貸マンション）」が 50.3％で最も高くなっている。「道で会えば挨拶ぐらいする」は、

「持家（一戸建て）」、「持家（マンション・共同住宅）」、「借家（都市再生機構（旧公団）・公社の共

同住宅）」、「借家（社宅、公務員住宅）」で 50％以上の割合となっている。 

 

 

 

  

6.3%

27.2%

20.0%

28.1%

30.5%

42.9%

50.3%

35.0%

52.7%

53.2%

45.5%

43.8%

51.2%

50.0%

39.0%

40.0%

28.6%

14.6%

27.3%

15.6%

11.0%

4.8%

7.8%

15.0%

3.6%

2.3%

1.8%

3.1%

3.7%

0.0%

1.5%

0.0%

5.3%

1.3%

1.8%

9.4%

1.2%

0.0%

0.6%

0.0%

3.4%

1.4%

3.6%

0.0%

2.4%

2.4%

0.9%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（一戸建て）（n= 584）

持家（マンション・共同住宅）

（n= 694）

借家（一戸建て）（n= 55）

借家（県営・市営の共同住宅）

（n= 32）

借家（都市再生機構（旧公団）・

公社の共同住宅） （n= 82）

借家（社宅、公務員住宅）

（n= 42）

借家（民間アパート、民間賃貸

マンション） （n= 344）

その他（n= 20）

顔もよく知らない
道で会えば挨拶ぐらいする
たまに立ち話をする
一緒に買い物に行ったり、気の合った人と
困ったとき、相談したり助け合ったりする
無回答

顔もよく知らない

道で会えば挨拶ぐらいする

たまに立ち話をする

一緒に買い物に行ったり、気の合った人と親しくしたりしている

困ったとき、相談したり助け合ったりする

無回答
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② 地域内のご近所との付き合い方【居住期間別】 

居住期間別に地域内のご近所との付き合い方をみると、「顔もよく知らない」は「２年未満」が

49.2％で最も割合が高い。「道で会えば挨拶ぐらいする」は「15 年以上～20 年未満」で 60.8％と最

も高くなっている。 

 

 

 

  

49.2%

41.8%

29.2%

27.5%

15.2%

17.6%

16.3%

7.6%

41.2%

44.0%

53.7%

51.1%

60.8%

54.4%

49.0%

46.9%

7.0%

10.3%

11.1%

16.2%

15.8%

20.5%

25.0%

31.4%

0.5%

1.1%

2.3%

2.6%

2.9%

2.9%

3.8%

3.8%

0.5%

0.7%

2.7%

0.9%

1.8%

1.7%

3.8%

6.5%

1.5%

2.2%

1.0%

1.7%

3.5%

2.9%

1.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２年未満（n= 199）

２年以上～５年未満

（n= 273）

５年以上～10年未満

（n= 298）

10年以上～15年未満

（n= 229）

15年以上～20年未満

（n= 171）

20年以上～25年未満

（n= 239）

25年以上～30年未満

（n= 104）

30年以上（n= 369）

顔もよく知らない
道で会えば挨拶ぐらいする
たまに立ち話をする
一緒に買い物に行ったり、気の合った人と
困ったとき、相談したり助け合ったりする
無回答

顔もよく知らない

道で会えば挨拶ぐらいする

たまに立ち話をする

一緒に買い物に行ったり、気の合った人と親しくしたりしている

困ったとき、相談したり助け合ったりする

無回答
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（10）ご近所との付き合いをどう感じているか 

近所付き合いをどのように感じているか尋ねたところ、「互いに干渉しあわず、さばさばしてい

て暮らしやすい」が 76.9％と最も高くなっている。 

 

 

 

  

互いに干渉しあわ

ず、さばさばしてい

て暮らしやすい

76.9%

人間関係が薄く、

みながばらばらな

感じでさびしい

10.9%

親密な人間関係があっ

て、暮らしやすい

8.3%

人間関係が濃密

で、わずらわしい

1.0%

無回答

2.9%

(n= 1,939)

問 10 あなたは近所との付き合いをどのように感じていますか。（〇は１つ） 
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（11）外国人の方とどのような交流があるか≪日本国籍の方≫ 

日本国籍の方に外国人との交流について尋ねたところ、「付き合いがない（交流の機会がない）」

が 54.4％と最も高くなっている。 

 

 

 

  

54.4%

23.5%

14.7%

8.5%

3.2%

3.1%

1.8%

4.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

付き合いがない（交流の機会がない）

友人・知り合いにいる

あいさつを交わしている

家族・親戚にいる

趣味活動等で交流している

近所付き合いしている

自治会・町内会等の活動で交流がある

その他

無回答
(n= 1,791)

問 11 あなたは現在、外国人の方とどのような交流がありますか。（〇はいくつでも） 
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（12）同じ地域内の外国人と交流したいと思うか≪日本国籍の方≫ 

日本国籍の方に同じ地域内の外国人と交流したいか尋ねたところ、「そう思う」が 13.8％、 「まあ

そう思う」と合わせると 52.2％であった。 

 

 

① 同じ地域内の外国人と交流したいと思うか≪日本国籍の方≫【年代別】 

同じ地域内の外国人と交流したいと思うかについて、年代別でみると、 「そう思う」 「まあそう思

う」を合わせると、 「40 歳代」の 60.9％が最も高く、次いで「50 歳代」57.1％、 「30 歳代」54.0％

と続いている。 

 

そう思う

13.8%

まあそう思う

38.4%

あまり思わない

36.8%

そう思わない

7.6%

無回答

3.4%

(n= 1,791)

14.8%

14.5%

17.0%

12.6%

12.6%

12.6%

32.8%

39.5%

43.9%

44.5%

39.6%

32.5%

40.2%

36.0%

30.3%

33.9%

39.0%

41.5%

10.7%

9.9%

7.4%

6.8%

6.0%

7.4%

1.6%

0.0%

1.5%

2.3%

2.8%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 122）

30歳代（n= 172）

40歳代（n= 271）

50歳代（n= 398）

60歳代（n= 318）

70歳代以上（n= 446）

そう思う まあそう思う あまり思わない

そう思わない 無回答

そう思う

そう思わない

まあそう思う

無回答

あまり思わない

問 12 あなたは同じ地域に住む外国人と交流したいと思いますか。（○は１つ） 
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（13）外国人増加に関する意見≪日本国籍の方≫ 

外国人の増加についての意見に対して 「そう思う」が最も高いのは、 「自然な傾向である」で 81.7％

であった。 

 

 

 

  

81.7%

59.5%

38.6%

46.1%

57.7%

10.1%

65.9%

12.9%

33.3%

53.5%

46.2%

35.3%

82.1%

27.5%

5.4%

7.1%

7.9%

7.7%

7.0%

7.8%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 自然な傾向である

Ｂ 多様化が進み望ましい

Ｃ まちの魅力向上につながる

Ｄ 若い世代が増え、街が活性化する

Ｅ 治安が悪化する恐れがあるので、不安である

Ｆ 仕事が奪われる心配がある

Ｇ 生活のマナーやルールが守られなくなる

そう思う そう思わない 無回答

(n= 1,791)

そう思う そう思わない 無回答

問 13 外国人の方が増えていくことについて、どう考えますか。Ａ～Ｇ について、１または

２、あてはまる方を１つずつお答えください。（それぞれ○は１つずつ） 
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（14）日本人の方とどのような交流があるか≪外国籍の方≫ 

外国籍の方に日本人との交流について尋ねたところ、「友人・知り合いにいる」が 56.8％と最も

高く、次いで「あいさつを交わしている」43.9％、「家族・親戚にいる」41.2％が続いている。 

 

 

 

  

56.8%

43.9%

41.2%

17.6%

16.9%

7.4%

5.4%

4.1%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人・知り合いにいる

あいさつを交わしている

家族・親戚にいる

趣味活動等で交流している

近所付き合いしている

自治会・町内会等の活動で交流がある

付き合いがない（交流の機会がない）

その他

無回答
(n= 148)

問 14 あなたは現在、日本人の方とどのような交流がありますか。（〇はいくつでも） 
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（15）同じ地域内の日本人と交流したいと思うか≪外国籍の方≫ 

外国籍の方に同じ地域内の日本人と交流したいか尋ねたところ、「そう思う」が 40.5％、「まあそ

う思う」を合わせると 73.6％となっており、日本国籍の方に比べて、交流意向が高い傾向にある。 

 

 

 

  

そう思う

40.5%

まあそう思う

33.1%

あまり思わない

16.2%

そう思わない

2.7%

無回答

7.4%

(n= 1,939)

問 15 あなたは同じ地域に住む日本人と交流したいと思いますか。（○は１つ） 
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（16）「多文化共生」の認知度 

「多文化共生」という言葉について、「聞いたことがあり、意味も理解している」が 49.0％であ

った。 

 

 

 

① 「多文化共生」の認知度【年代別】 

年代別に「多文化共生」の認知度をみると、「聞いたことがあり、意味も理解している」は「30 歳

代」が 54.6％と最も高くなっている。 

 

聞いたことがあ

り、意味も理解

している

49.0%

聞いたことがある

が、意味はあまり

理解していない

29.9%

聞いたことが

ない

18.7%

無回答

2.4%

(n= 1,939)

54.2%

54.6%

50.8%

52.8%

50.3%

40.2%

31.2%

24.2%

31.1%

30.6%

31.2%

30.3%

11.8%

19.6%

17.7%

15.4%

15.9%

25.8%

2.8%

1.5%

0.3%

1.2%

2.6%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）

聞いたことがあり、意味も理解している
聞いたことがあるが、意味はあまり理解していない
聞いたことがない
無回答

聞いたことがあり、意味も理解している

聞いたことがあるが、意味はあまり理解していない

聞いたことがない

無回答

問 16 「多文化共生」という言葉を聞いたことがありますか。（○は１つ） 
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（17）日本人と外国人がともにより良く暮らすために区が力を入れるべきだと思うこと【国籍別】 

日本人・外国人がともにより良く暮らすために区が力を入れるべきことは、日本国籍の方では、

「外国人に対して、日本の文化や生活情報を知らせる」が 55.3％と最も高く、次いで 「日本人と外

国人が協力して活動する場を増やす」31.6％、 「日本人と外国人の交流会やイベントを行う」28.2％

の順となっている。一方、外国籍の方では、最も高いのは「日本人と外国人の交流会やイベントを

行う」で 37.2％、次いで「外国人に対して、日本の文化や生活情報を知らせる」が 33.8％、「日本

語教室を充実させる」が 27.7％となっている。 

 

 

 

  

55.3%

31.6%

28.2%

24.1%

22.1%

20.2%

13.9%

15.0%

4.5%

7.8%

4.0%

33.8%

27.0%

37.2%

23.6%

25.0%

21.6%

27.7%

13.5%

2.0%

6.8%

6.1%

0% 20% 40% 60%

外国人に対して、日本の文化や生活情報

を知らせる

日本人と外国人が協力して活動する場を

増やす

日本人と外国人の交流会やイベントを行う

外国語での生活相談を充実させる

日本人に対して、外国の文化や生活情報

を紹介する

やさしい日本語（簡単な日本語）による

コミュニケーションを啓発する

日本語教室を充実させる

日本人と外国人が意見を交換する場を

設ける

その他

特にない

無回答

日本国籍

外国籍（n= 14

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）

問 17 日本人と外国人が一緒により良く暮らしていくために、中区はどのようなことに力を入

れるべきだと思いますか。特にあてはまるものを３つまでお答えください。（○は３つまで） 
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（18）居住意向 

現在の居住地区に住み続けたいか尋ねたところ、「住み続けたい」が 56.7％であった。「どちらか

といえば住み続けたい」は 28.1％で、これらを合わせると 84.8％の方が現在の地区に住み続けた

いという意向をもっている。（令和元年度の前回調査※（82.5％）より上昇） 

 

 

 

① 居住意向【年代別】 

年代別に居住意向をみると、「住み続けたい」は「70 歳代以上」が 65.8％と最も高く、次いで

「60 歳代」59.7％、「40歳代」55.7％であった。 

 

住み続けたい

56.7%
どちらかといえば

住み続けたい

28.1%

どちらかといえば

引っ越したい

5.2%

早く引っ越したい

1.4%

わからない

6.3%

無回答

2.2%

(n= 1,939)

45.8%

46.9%

55.7%

53.6%

59.7%

65.8%

35.4%

34.0%

31.8%

31.3%

27.1%

20.0%

9.0%

8.2%

4.9%

6.4%

2.9%

3.9%

0.7%

1.5%

1.6%

1.2%

2.4%

1.3%

6.2%

8.2%

5.6%

6.4%

5.6%

6.2%

2.8%

1.0%

0.3%

1.2%

2.4%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 29）

住み続けたい どちらかといえば住み
どちらかといえば引越 早く引っ越したい
わからない 無回答

住み続けたい

どちらかといえば引っ越したい

わからない

どちらかといえば住み続けたい

早く引っ越したい

無回答

問 18 あなたはこれからも現在お住まいの地区に住み続けたいと思いますか。（〇は１つ） 

※前回調査では、「長く住み続けたい」 

「どちらかといえば住み続けたい」などとしています。 
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② 居住意向【居住期間別】 

居住期間別に居住意向をみると、「住み続けたい」は「30年以上」が 71.3％と最も高く、次い

で「25 年以上～30 年未満」65.4％、「20 年以上～25 年未満」61.1％と続いている。 

 

 

  

46.7%

45.8%

51.7%

55.5%

53.8%

61.1%

65.4%

71.3%

31.7%

32.2%

31.2%

31.9%

31.0%

26.8%

26.9%

19.2%

7.0%

7.0%

6.7%

3.9%

6.4%

5.0%

2.9%

3.3%

2.0%

2.2%

2.3%

2.2%

1.2%

0.4%

1.0%

0.5%

12.1%

10.3%

5.7%

5.2%

6.4%

4.6%

1.9%

2.7%

0.5%

2.6%

2.3%

1.3%

1.2%

2.1%

1.9%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２年未満（n= 199）

２年以上～５年未満

（n= 273）

５年以上～10年未満

（n= 298）

10年以上～15年未満

（n= 229）

15年以上～20年未満

（n= 171）

20年以上～25年未満

（n= 239）

25年以上～30年未満

（n= 104）

30年以上（n= 369）

住み続けたい どちらかといえば住
どちらかといえば引越 早く引っ越したい
わからない 無回答

住み続けたい

どちらかといえば引っ越したい

わからない

どちらかといえば住み続けたい

早く引っ越したい

無回答
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③ 居住意向【居住形態別】 

居住形態別に居住意向をみると、「住み続けたい」は「持家（一戸建て）」が 65.6％と最も高

く、次いで「持家（マンション・共同住宅）」63.7％、「借家（県営・市営の共同住宅）」56.3％と

続いている。 

 

 

  

65.6%

63.7%

36.4%

56.3%

53.7%

47.6%

35.5%

45.0%

26.4%

25.5%

40.0%

15.6%

32.9%

33.3%

36.3%

20.0%

3.6%

4.0%

5.5%

6.3%

4.9%

7.1%

9.3%

15.0%

0.5%

1.0%

3.6%

3.1%

2.4%

2.4%

2.9%

0.0%

2.7%

3.7%

10.9%

15.6%

6.1%

4.8%

13.7%

15.0%

1.2%

2.0%

3.6%

3.1%

0.0%

4.8%

2.3%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（一戸建て）（n= 584）

持家（マンション・共同住宅）

（n= 694）

借家（一戸建て）（n= 55）

借家（県営・市営の共同住宅）

（n= 32）

借家（都市再生機構（旧公団）・

公社の共同住宅） （n= 82）

借家（社宅、公務員住宅）

（n= 42）

借家（民間アパート、民間賃貸

マンション） （n= 344）

その他（n= 20）

住み続けたい どちらかといえば住み
どちらかといえば引越 早く引っ越したい
わからない 無回答

住み続けたい

どちらかといえば引っ越したい

わからない

どちらかといえば住み続けたい

早く引っ越したい

無回答
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（19）住み続けたい理由 

現在の居住地区に住み続けたい理由については、「横浜が好きだから」が 55.2％と最も高く、次

いで「自分や家族の持家だから」「買い物、医療などの生活環境が整っているから」の順となってい

る。 

 

 

 

  

55.2%

50.3%

47.9%

37.8%

31.8%

31.2%

27.5%

27.0%

25.8%

25.7%

24.0%

21.9%

16.7%

16.4%

15.6%

9.6%

7.2%

5.2%

4.9%

3.9%

2.9%

1.0%

1.9%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

横浜が好きだから

自分や家族の持家だから

買い物、医療などの生活環境が整っているから

街並みや景観が良いから

愛着を感じているから

通勤・通学に便利だから

普段の生活を楽しく過ごせるから

治安が良いから

余暇や休日を楽しく過ごせるから

自然が身近にあるから

街のイメージがよいから

生まれ育った場所だから

街ににぎわいや活気があるから

友人などが近くにいるから

親または子が近くにいるから

防災面で安心だから

親戚が近くにいるから

子育ての環境が整っているから

家賃や住宅の価格が手ごろだから

高齢者への支援が充実しているから

障害者への支援が充実しているから

特に理由はない

その他

無回答 (n= 1,645)

【問 18 で１「住み続けたい」または２「どちらかといえば住み続けたい」と答えた方にお聞

きします。】 

問 19 あなたが現在住んでいる地区に住み続けたいと思うのは、どのような理由からですか。  

（〇はいくつでも） 
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① 住み続けたい理由【年代別】 

年代別に住み続けたい理由の各項目をみると、60 歳代までは「横浜が好きだから」が最も高

く、「70歳代以上」では「買い物、医療などの生活環境が整っているから」が最も高くなってい

る。また、「40歳代」では「自分や家族の持家だから」も同じ割合で最も高い。２番目に高い理由

をみると、「18～29 歳」は「生まれ育った場所だから」、「30 歳代」は「通勤・通学に便利だか

ら」、「50歳代」は「自分や家族の持家だから」、「60 歳代」は「買い物、医療などの生活環境が整

っているから」、「70 歳代以上」は「横浜が好きだから」であった。 

 

  

44.4%

36.8%

35.9%

32.5%

26.5%

33.3%

54.1%

42.0%

40.1%

38.2%

35.0%

49.0%

47.9%

47.9%

40.8%

40.8%

28.5%

42.7%

56.4%

47.8%

42.7%

43.6%

34.6%

35.8%

59.7%

53.6%

55.3%

40.0%

36.3%

29.2%

59.1%

58.4%

59.4%

32.6%

29.3%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80%

横浜が好きだから

自分や家族の持家だから

買い物、医療などの生活

環境が整っているから

街並みや景観が良いから

愛着を感じているから

通勤・通学に便利だから

21.4%

17.9%

25.6%

13.7%

18.8%

40.2%

25.5%

24.2%

31.2%

21.0%

20.4%

28.0%

30.0%

24.3%

27.3%

22.8%

19.9%

17.6%

26.0%

26.3%

30.4%

25.7%

27.9%

15.4%

26.8%

28.1%

26.8%

28.5%

28.1%

22.0%

31.1%

31.8%

18.8%

31.3%

23.6%

21.1%

0% 20% 40% 60% 80%

普段の生活を楽しく過ごせ

るから

治安が良いから

余暇や休日を楽しく過ごせ

るから

自然が身近にあるから

街のイメージがよいから

生まれ育った場所だから

18～29歳（n= 117）
30歳代（n= 157）
40歳代（n= 267）
50歳代（n= 358）
60歳代（n= 295）
70歳代以上（n= 399）

18～29歳（n= 117）

30歳代（n= 157）

40歳代（n= 267）

50歳代（n= 358）

60歳代（n= 295）

70歳代以上（n= 399）
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12.8%

16.2%

13.7%

6.0%

12.0%

0.9%

15.3%

15.9%

21.7%

3.8%

7.6%

15.3%

20.6%

10.9%

15.4%

7.9%

5.6%

10.9%

21.5%

13.7%

8.4%

6.4%

4.2%

3.6%

18.0%

14.9%

13.9%

11.2%

8.5%

3.1%

11.3%

23.3%

21.3%

15.3%

8.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

街ににぎわいや活気があ

るから

友人などが近くにいるから

親または子が近くにいるか

ら

防災面で安心だから

親戚が近くにいるから

子育ての環境が整ってい

るから

7.7%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

7.0%

0.6%

3.8%

0.0%

1.9%

0.0%

3.7%

1.5%

1.1%

1.5%

2.2%

0.4%

4.2%

1.4%

3.4%

1.1%

2.0%

0.0%

3.7%

3.1%

1.4%

0.0%

3.7%

0.7%

5.5%

11.3%

5.5%

1.8%

1.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家賃や住宅の価格が手ご

ろだから

高齢者への支援が充実し

ているから

障害者への支援が充実し

ているから

特に理由はない

その他

無回答

18～29歳（n= 117）
30歳代（n= 157）
40歳代（n= 267）
50歳代（n= 358）
60歳代（n= 295）
70歳代以上（n= 399）

18～29歳（n= 117）

30歳代（n= 157）

40歳代（n= 267）

50歳代（n= 358）

60歳代（n= 295）

70歳代以上（n= 399）
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② 住み続けたい理由【居住形態別】 

居住形態別に住み続けたい理由の各項目をみると、「持家（一戸建て）」の「自分や家族の持家

だから」が 78.0％と最も高くなっている。次いで「借家（県営・市営の共同住宅）」の「横浜が好

きだから」が 69.6％、「持家（マンション・共同住宅）」の「自分や家族の持家だから」が 58.6％

となっている。 

 

 

 

  

58.3%

78.0%

43.9%

30.7%

36.3%

25.3%

54.4%

58.6%

51.2%

44.6%

31.2%

31.5%

50.0%

7.1%

33.3%

31.0%

28.6%

33.3%

69.6%

4.3%

56.5%

26.1%

26.1%

21.7%

56.3%

2.8%

56.3%

43.7%

23.9%

33.8%

41.2%

2.9%

41.2%

44.1%

23.5%

41.2%

52.6%

3.2%

50.2%

36.8%

28.3%

43.3%

53.8%

30.8%

46.2%

30.8%

46.2%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横浜が好きだから

自分や家族の持家だから

買い物、医療などの生活

環境が整っているから

街並みや景観が良いから

愛着を感じているから

通勤・通学に便利だから

22.5%

32.8%

19.2%

27.9%

22.0%

35.0%

32.1%

25.5%

31.3%

27.3%

27.6%

15.3%

21.4%

38.1%

23.8%

26.2%

23.8%

19.0%

26.1%

8.7%

21.7%

21.7%

21.7%

26.1%

29.6%

25.4%

22.5%

22.5%

25.4%

16.9%

23.5%

20.6%

35.3%

29.4%

23.5%

5.9%

29.1%

22.3%

27.5%

19.0%

20.2%

12.6%

15.4%

7.7%

15.4%

38.5%

15.4%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普段の生活を楽しく過ごせ

るから

治安が良いから

余暇や休日を楽しく過ごせ

るから

自然が身近にあるから

街のイメージがよいから

生まれ育った場所だから

持家（一戸建て） 持家（マンション・共同住宅）
借家（一戸建て） 借家（県営・市営の共同住
借家（都市再生機構（旧公団）・公社の 借家（社宅、公務員住宅）
借家（民間アパート、民間 その他

持家（マンション・共同住宅）（n= 619）

借家（県営・市営の共同住宅）（n= 23）

借家（社宅、公務員住宅）（n= 34）

その他（n= 13）

持家（一戸建て）（n= 537）

借家（一戸建て）（n= 42）

借家（都市再生機構（旧公団）・公社の共同住宅）（n= 71）

借家（民間アパート、民間賃貸マンション）（n= 247）
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7.3%

17.5%

19.4%

8.6%

8.9%

6.1%

23.6%

15.7%

15.2%

11.6%

4.7%

3.7%

11.9%

16.7%

7.1%

11.9%

4.8%

7.1%

26.1%

39.1%

26.1%

26.1%

26.1%

0.0%

15.5%

18.3%

19.7%

5.6%

2.8%

5.6%

8.8%

0.0%

5.9%

11.8%

0.0%

14.7%

20.2%

13.8%

9.7%

6.1%

8.9%

5.3%

15.4%

7.7%

7.7%

7.7%

15.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街ににぎわいや活気があ

るから

友人などが近くにいるから

親または子が近くにいるか

ら

防災面で安心だから

親戚が近くにいるから

子育ての環境が整ってい

るから

0.7%

4.3%

2.8%

0.9%

1.1%

0.6%

2.1%

2.4%

1.8%

0.5%

2.4%

0.0%

7.1%

0.0%

9.5%

0.0%

4.8%

0.0%

30.4%

17.4%

17.4%

4.3%

0.0%

0.0%

12.7%

4.2%

4.2%

0.0%

2.8%

0.0%

17.6%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

12.6%

2.4%

2.4%

1.2%

2.0%

0.4%

7.7%

38.5%

15.4%

23.1%

15.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家賃や住宅の価格が手ご

ろだから

高齢者への支援が充実し

ているから

障害者への支援が充実し

ているから

特に理由はない

その他

無回答

持家（一戸建て） 持家（マンション・共同住宅）
借家（一戸建て） 借家（県営・市営の共同住
借家（都市再生機構（旧公団）・公社の 借家（社宅、公務員住宅）
借家（民間アパート、民間 その他

持家（マンション・共同住宅）（n= 619）

借家（県営・市営の共同住宅）（n= 23）

借家（社宅、公務員住宅）（n= 34）

その他（n= 13）

持家（一戸建て）（n= 537）

借家（一戸建て）（n= 42）

借家（都市再生機構（旧公団）・公社の共同住宅）（n= 71）

借家（民間アパート、民間賃貸マンション）（n= 247）
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（20）居住地区への愛着度 

居住地区への愛着度については、「とても愛着がある」が 32.9％、「まあ愛着がある」が 48.3％

で、これらを合わせると 81.2％の方が居住区に対して愛着をもっている。 

 

 

 

① 居住地区への愛着度【年代別】 

年代別に居住地区への愛着度をみると、「とても愛着がある」は 「60 歳代」が 37.9％で最も高く、

「まあ愛着がある」を合わせると、すべての年代で８割前後の方が居住地区に対して愛着をもって

いる。 

 

とても愛着がある

32.9%

まあ愛着がある

48.3%

どちらともいえない

11.4%

あまり愛着がない

4.0%

全く愛着がない

1.2%

無回答

2.1%

(n= 1,939)

29.9%

25.3%

29.8%

32.0%

37.9%

36.3%

47.9%

53.6%

49.2%

50.5%

46.2%

45.4%

12.5%

13.4%

12.8%

11.4%

10.9%

10.1%

8.3%

6.7%

4.9%

3.8%

2.4%

2.8%

1.4%

1.0%

2.0%

1.2%

0.9%

1.1%

0.0%

0.0%

1.3%

1.2%

1.8%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）

とても愛着がある まあ愛着がある どちらともいえない
あまり愛着がない 全く愛着がない 無回答

とても愛着がある

あまり愛着がない

まあ愛着がある

全く愛着がない

どちらともいえない

無回答

問 20 あなたは現在お住まいの地区にどの程度愛着がありますか。（〇は１つ） 



42 

② 居住地区への愛着度【地区別】 

居住地区への愛着度を地区別にみると、Ｇ地区で「とても愛着がある」が 44.9％、Ｊ地区で「ま

あ愛着がある」が 55.2％と高くなっている。 

 

＜注釈＞・網掛け個所は、全体および地区毎で最も高い割合の項目を示しています。 

 

  

（％）

n=

と
て
も
愛
着

が
あ
る

ま
あ
愛
着
が

あ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
愛
着

が
な
い

全
く
愛
着
が

な
い

無
回
答

全体 1,939 32.9 48.3 11.4 4.0 1.2 2.1

Ａ地区
（第1北部地区）

99 35.4 42.4 16.2 2.0 2.0 2.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 24.5 45.3 19.4 7.9 1.4 1.4

Ｃ地区
（関内地区）

85 38.8 48.2 4.7 3.5 2.4 2.4

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 23.1 46.3 16.5 8.3 4.1 1.7

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 9.1 29.1 36.4 14.5 5.5 5.5

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 30.5 45.8 22.0 0.0 0.0 1.7

Ｇ地区
（第2地区）

214 44.9 41.1 7.9 2.3 0.9 2.8

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 35.3 52.8 7.8 3.3 0.0 0.7

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 34.4 49.0 11.3 3.3 0.7 1.3

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 36.5 55.2 6.2 0.0 0.0 2.1

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 31.7 52.0 7.7 4.8 1.5 2.2

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 32.1 52.8 10.4 2.1 0.5 2.1

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 33.3 52.8 7.4 5.6 0.9 0.0
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（21）現在の生活にどの程度満足しているか 

問 21 あなたは全体として現在の生活にどの程度満足していますか。「全く満足していない」を

０点、「非常に満足している」を 10点とすると、何点くらいになると思いますか。（〇は１つ） 

現在の生活に対する満足度評価は、 「８点」が 27.9％と最も高く、次いで「７点」が 21.8％とな

っており、69.5％の方が７点以上の高い評価となっている。 

 

 

 

  

9.2%

10.6%

27.9%

21.8%

8.9%

11.0%

2.8%

2.7%

1.2%

0.5%

0.9%

2.5%

0% 10% 20% 30%

（非常に満足している）10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

（全く満足していない）0

無回答 (n= 1,939)

平均値 7.1

中央値 7
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① 現在の生活の満足度評価【地区別】 

地区別に現在の生活に対する満足度評価をみると、10 地区で 「８点」が最も高くなっており、特

に「Ｍ地区」が 40.7％と高い。また、「Ｊ地区」と「Ｃ地区」では「10 （非常に満足している）」が

上位３項目以内に入っている。 

 

＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

0
（

全
く
満
足
し
て

い
な
い
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0
（

非
常
に
満
足

し
て
い
る
）

無
回
答

平
均
点

中
央
値

全体 1,939 0.9 0.5 1.2 2.7 2.8 11.0 8.9 21.8 27.9 10.6 9.2 2.5 7.1 7

Ａ地区
（第1北部地区）

99 0.0 2.0 2.0 3.0 1.0 11.1 2.0 18.2 31.3 19.2 7.1 3.0 7.3 8

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 0.0 0.0 1.4 4.3 4.3 18.7 15.1 22.3 20.1 5.8 6.5 1.4 6.6 7

Ｃ地区
（関内地区）

85 1.2 0.0 1.2 2.4 1.2 3.5 7.1 21.2 30.6 11.8 16.5 3.5 7.6 8

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 0.8 0.0 0.0 5.0 5.8 6.6 9.9 25.6 28.1 7.4 8.3 2.5 7.0 7

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 9.1 1.8 10.9 12.7 0.0 21.8 3.6 16.4 10.9 1.8 3.6 7.3 4.8 5

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 0.0 0.0 0.0 1.7 3.4 15.3 10.2 22.0 35.6 5.1 6.8 0.0 7.1 7

Ｇ地区
（第2地区）

214 0.9 0.0 0.0 1.4 2.3 9.3 8.9 19.6 29.9 14.5 10.3 2.8 7.4 8

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 0.4 0.0 0.4 2.6 2.2 9.7 5.9 25.3 27.5 13.4 11.5 1.1 7.4 8

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 0.7 0.0 2.0 2.0 4.0 9.3 11.9 27.8 24.5 8.6 7.9 1.3 7.0 7

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 1.0 1.0 1.0 3.1 3.1 7.3 12.5 13.5 30.2 11.5 14.6 1.0 7.3 8

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 0.7 0.0 1.1 2.2 3.7 12.2 7.7 22.1 29.2 7.0 11.1 3.0 7.1 7

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 1.6 1.6 1.0 2.6 1.6 10.4 10.9 20.7 28.5 13.5 5.7 2.1 7.0 7

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 0.0 0.9 1.9 0.9 0.9 6.5 9.3 21.3 40.7 12.0 5.6 0.0 7.4 8
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（22）どのくらい幸せだと感じているか 

どのくらい幸せだと感じているか尋ねたところ、満足度評価同様、「８点」が 24.7％と最も高く、

次いで「７点」が 17.3％となっており、69.0％の方が７点以上の高い評価となっている。 

 

 

 

  

13.4%

13.6%

24.7%

17.3%

8.7%

11.7%

2.3%

3.5%

0.9%

0.8%

0.7%

2.3%

0% 10% 20% 30%

（とても幸せ）10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

（とても不幸）0

無回答 (n= 1,939)(n= 1,939)

問 22 今のあなたはどのくらい幸せだと感じていますか。「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」

を 10 点とすると、何点くらいになると思いますか。（〇は１つ） 

平均値 7.3

中央値 8
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① どのくらい幸せだと感じているか【地区別】 

どのくらい幸せだと感じているかを地区別にみると、10 地区で「８点」が最も高くなっており、

特に「Ｍ地区」が 38.0％と高い。また、「Ｃ地区」と「Ｈ地区」では「10（非常に満足している）」

が上位２位となっている。 

 

＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

0（

と
て
も
不
幸
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

（

と
て
も
幸
せ
）

無
回
答 平

均
点

中
央
値

全体 1,939 0.7 0.8 0.9 3.5 2.3 11.7 8.7 17.3 24.7 13.6 13.4 2.3 7.3 8

Ａ地区
（第1北部地区）

99 0.0 1.0 1.0 6.1 3.0 10.1 7.1 12.1 30.3 16.2 10.1 3.0 7.2 8

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 0.0 0.7 2.9 5.8 2.2 15.1 16.5 22.3 9.4 10.1 13.7 1.4 6.8 7

Ｃ地区
（関内地区）

85 0.0 0.0 0.0 2.4 2.4 8.2 5.9 16.5 28.2 16.5 17.6 2.4 7.8 8

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 0.0 1.7 0.8 2.5 1.7 11.6 13.2 15.7 24.8 13.2 11.6 3.3 7.2 8

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 3.6 9.1 1.8 16.4 0.0 29.1 10.9 7.3 9.1 1.8 5.5 5.5 4.9 5

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 0.0 0.0 1.7 3.4 0.0 16.9 8.5 22.0 20.3 10.2 16.9 0.0 7.3 7

Ｇ地区
（第2地区）

214 0.5 0.5 0.0 1.4 2.8 10.3 6.1 19.2 24.8 17.8 14.5 2.3 7.6 8

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 0.4 0.0 1.1 3.3 1.9 10.4 7.8 17.1 27.1 11.9 18.2 0.7 7.5 8

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 0.7 1.3 0.7 4.0 2.0 8.6 8.6 19.2 27.2 12.6 13.9 1.3 7.3 8

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 0.0 1.0 2.1 5.2 0.0 12.5 6.2 16.7 28.1 13.5 13.5 1.0 7.3 8

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 1.5 0.4 0.4 2.6 2.2 12.5 8.9 17.7 23.2 12.9 14.8 3.0 7.3 8

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 1.0 0.5 1.0 2.1 2.1 8.3 7.3 18.7 28.0 18.1 10.9 2.1 7.4 8

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 0.9 0.0 0.9 1.9 2.8 10.2 10.2 12.0 38.0 15.7 7.4 0.0 7.3 8
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２．防災について 

（１）災害時に避難する場所の認知度 

災害時に避難する場所の認知度については、大きな地震が起きたときの避難所を「知っている」

人は 71.5％、大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所を「知っている」人は 57.9％であり、認

知度に差がある。 

 

 

 

  

71.5%

57.9%

25.4%

37.9%

3.1%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大きな地震が起きたときの避難所

大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所

知っている 知らない 無回答

(n= 1,939)

知っている 知らない 無回答

問 23 大きな災害が起きたとき、あなたのお住まいの地域の避難する場所を知っていますか。  

（それぞれ〇は１つずつ） 



48 

① 災害時に避難する場所の認知度【地区別】 

 地区別に災害時に避難する場所の認知度をみると、「知っている」割合が最も高い地区は、大き

な地震が起きたときの避難所では「Ｉ地区」が 85.4％、大雨・洪水などが起きそうなときの避難

場所では「Ｌ地区」が 71.0％となっている。 

 

＜注釈＞・項目別に上位３地区を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

全体 1,939 71.5 25.4 3.1 57.9 37.9 4.2

Ａ地区
（第1北部地区）

99 68.7 29.3 2.0 57.6 37.4 5.1

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 52.5 46.0 1.4 44.6 52.5 2.9

Ｃ地区
（関内地区）

85 52.9 45.9 1.2 43.5 52.9 3.5

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 63.6 34.7 1.7 51.2 47.1 1.7

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 40.0 54.5 5.5 23.6 65.5 10.9

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 69.5 30.5 0.0 59.3 40.7 0.0

Ｇ地区
（第2地区）

214 70.1 27.6 2.3 57.0 40.7 2.3

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 83.3 15.6 1.1 65.8 33.1 1.1

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 85.4 12.6 2.0 68.9 27.8 3.3

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 67.7 31.2 1.0 53.1 43.8 3.1

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 76.4 20.7 3.0 62.7 33.9 3.3

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 83.9 14.5 1.6 71.0 25.9 3.1

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 77.8 22.2 0.0 64.8 34.3 0.9

大きな地震が起きたときの
避難所

大雨・洪水などが起きそう
なときの避難場所
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② 災害時に避難する場所の認知度【国籍別】 

 国籍別に災害時に避難する場所の認知度をみると、「知っている」割合は、大きな地震が起きた

ときの避難場所では、「日本国籍」72.6％で、「外国籍」58.1％より 14.5 ポイント高くなってい

る。大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所では、「日本国籍」58.5％、「外国籍」51.4％で

7.1 ポイントの差となっている。 

 

◆大きな地震が起きたときの避難所 

 

◆大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所 

 

 

  

72.6%

58.1%

24.3%

38.5%

3.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）

知っている 知らない 無回答知っている 知らない 無回答

58.5%

51.4%

37.4%

44.6%

4.2%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）

知っている 知らない 無回答知っている 知らない 無回答
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③ 災害時に避難する場所の認知度【居住形態別】 

 居住形態別に災害時に避難する場所の認知度をみると、大きな地震が起きたときの避難場所で

は、「持家（一戸建て）」が 84.1％と最も高く、次いで「持家（マンション・共同住宅）」75.5％、

「借家（一戸建て）」69.1％と続いている。大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所では、

「借家（社宅、公務員住宅）」が 69.0％と最も高く、「持家（一戸建て）」67.3％、「持家（マンシ

ョン・共同住宅）」62.1％となっている。 

 

◆大きな地震が起きたときの避難所 

 

  

84.1%

75.5%

69.1%

53.1%

65.9%

69.0%

54.4%

30.0%

14.0%

22.6%

27.3%

37.5%

34.1%

31.0%

43.3%

65.0%

1.9%

1.9%

3.6%

9.4%

0.0%

0.0%

2.3%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（一戸建て）（n= 584）

持家（マンション・共同住宅）

（n= 694）

借家（一戸建て）（n= 55）

借家（県営・市営の共同住宅）

（n= 32）

借家（都市再生機構（旧公団）・

公社の共同住宅） （n= 82）

借家（社宅、公務員住宅）

（n= 42）

借家（民間アパート、民間賃貸

マンション） （n= 344）

その他（n= 20）

知っている 知らない 無回答知っている 知らない 無回答
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◆大雨・洪水などが起きそうなときの避難場所 

 

  

67.3%

62.1%

60.0%

46.9%

47.6%

69.0%

44.5%

25.0%

30.3%

35.6%

34.5%

43.8%

52.4%

31.0%

51.2%

70.0%

2.4%

2.3%

5.5%

9.4%

0.0%

0.0%

4.4%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（一戸建て）（n= 584）

持家（マンション・共同住宅）

（n= 694）

借家（一戸建て）（n= 55）

借家（県営・市営の共同住宅）

（n= 32）

借家（都市再生機構（旧公団）・

公社の共同住宅） （n= 82）

借家（社宅、公務員住宅）

（n= 42）

借家（民間アパート、民間賃貸

マンション） （n= 344）

その他（n= 20）

知っている 知らない 無回答知っている 知らない 無回答
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（２）避難する場所とのかかわりについて 

避難する場所とのかかわりについては、82.1％の方が「かかわりはない」と回答しており、「避難

する場所での訓練に参加したことがある」は 14.5％であった。 

 

 

 

  

14.5%

2.1%

82.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

避難する場所での訓練に参加したことがある

避難する場所の運営に携わっている

かかわりはない

無回答
(n= 1,404)

【問 23 でどちらかでも１「知っている」と答えた方にお聞きします。】 

問 24 避難する場所とのかかわりについてあてはまるものをお答えください。（〇はいくつで

も） 
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（３）大きな地震が起きたとき、どのような場合に避難所へ避難するか 

どのような場合に避難所へ避難するか尋ねたところ、自宅建物の状態から考えたときは「自宅が

半壊した（柱の傾きや一部の崩落等があった）、または全壊したとき」が 64.0％と最も高く、その

他の状態から考えたときは「自宅に備蓄した食料・飲料水がなくなったとき」66.3％、 「トイレが使

えなくなったとき」60.8％、 「停電が長期化しそうなとき」56.0％、が半数以上と高くなっている。 

 

① 自宅建物の状態から考えたとき（〇はいくつでも） 

 

 

② その他の状態から考えたとき（〇はいくつでも） 

 

 

  

20.3%

33.7%

64.0%

4.5%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅に特に被害はないが、今後の余震などが

不安なとき（家具の転倒の不安など）

自宅に軽微でも損傷（外壁のひび割れ、瓦屋根

の一部落下等）が見られたとき

自宅が半壊した（柱の傾きや一部の崩落等が

あった）、または全壊したとき

どんな場合であっても避難所にはいかない

無回答
(n= 1,939)

44.9%

66.3%

56.0%

60.8%

26.1%

3.5%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅で電気・ガス・水道などのライフラインが

１つでも使えなくなったとき

自宅に備蓄した食料・飲料水がなくなったとき

停電が長期化しそうなとき

トイレが使えなくなったとき

調理の手段が確保できなくなったとき

どんな場合であっても避難所にはいかない

無回答 (n= 1,939)

問 25 大きな地震が起きたとき、あなたはどのような場合に避難所へ避難しますか。 
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（４）災害の被害を最小限に抑えるためにしていること 

災害の被害を最小限に抑えるためにしていることは、「３日分以上の飲料水の備蓄」が 61.4％と

最も高く、次いで「携帯ラジオ、懐中電灯など非常持ち出し品の準備」55.9％、 「３日分以上の食料

の備蓄」50.5％の順となっている。一方で、10.7％の方が「何も準備はしていない」と回答してい

る。 

 

 

 

  

61.4%

55.9%

50.5%

33.3%

32.3%

31.2%

26.9%

26.7%

17.9%

14.3%

8.3%

7.3%

6.0%

4.8%

3.9%

10.7%

1.0%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

３日分以上の飲料水の備蓄

携帯ラジオ、懐中電灯など非常持ち出し品

の準備

３日分以上の食料の備蓄

避難する場所の確認

３日分以上のトイレパックの備蓄

家族との連絡方法、集合場所の確認

日用品（医薬品、おむつ等）の準備

消火器の準備

家具の転倒防止金具等での固定や窓ガラス

への飛散防止フィルムの貼付け

消火器の使用期限の確認

通電火災を防ぐための感震ブレーカー等の

設置

地域の防災訓練への参加

「横浜市避難ナビ」アプリのインストール

情報収集のための自治体のLINEやメーリング

リストへの登録

近所で手助けが必要になりそうな人（自力で

避難が困難な高齢者、障害者等）の把握

何も準備はしていない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 26 災害による被害を最小限に抑えるために、あなたはどのようなことをしていますか。あ

てはまるものをお答えください。（〇はいくつでも） 
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（５）災害時に区役所に求める対策 

災害時に区役所に求める対策としては、「避難する場所の掲示等に外国語の案内を増やす」が

58.6％と最も高く、次いで「ソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、LINE）などで多言語の情報

を速やかに発信する」42.0％、「緊急時に外国語の放送や誘導を行う」40.2％の順となっている。 

 

 

 

  

58.6%

42.0%

40.2%

38.5%

33.9%

31.0%

28.0%

26.6%

13.4%

1.4%

6.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

避難する場所の掲示等に外国語の案内を

増やす

ソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、LINE）

などで多言語の情報を速やかに発信する

緊急時に外国語の放送や誘導を行う

外国語の緊急対応パンフレットを配る

外国語で相談ができるようにする

外国人を含め、地域の人同士の連絡・協力

体制づくりを進める

地域の防災訓練に外国人が参加しやすい

ようにする

やさしい日本語（簡単な日本語）による案内

をする

外国人同士の連絡・協力体制づくりを進める

その他

特にない

無回答 (n= 1,939)

問 27 地震などの災害が起こった時には、日本人・外国人を含む全ての地域住民が協力して対

応することが求められます。区役所にどのような対策を望みますか。（○はいくつでも） 
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① 災害時に区役所に求める対策【国籍別】 

 国籍別に災害時に区役所に求める対策をみると、９項目中５項目で外国籍の割合が高くなってお

り、特に「緊急時に外国語の放送や誘導を行う」が日本国籍より 16.5 ポイント高い。また、日本国

籍の方が高い項目の中では 「ソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、LINE）などで多言語の情報

を速やかに発信する」が 11.8 ポイントの差となっている。 

 

  

58.4%

42.9%

38.9%

38.1%

33.9%

31.5%

28.0%

26.2%

12.8%

1.5%

6.7%

3.9%

61.5%

31.1%

55.4%

42.6%

33.1%

25.0%

27.7%

31.8%

20.3%

0.0%

4.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

避難する場所の掲示等に外国語の案内を増

やす

ソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、LINE）

などで多言語の情報を速やかに発信する

緊急時に外国語の放送や誘導を行う

外国語の緊急対応パンフレットを配る

外国語で相談ができるようにする

外国人を含め、地域の人同士の連絡・協力

体制づくりを進める

地域の防災訓練に外国人が参加しやすいよ

うにする

やさしい日本語（簡単な日本語）による案内

をする

外国人同士の連絡・協力体制づくりを進める

その他

特にない

無回答

日本国籍（n=）

外国籍（n=）

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）
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３．福祉・子育てについて 

（１）子育て中の親子にあると良いと思う支援 

子育て中の親子にあると良いと思う支援については、「子どもを遊ばせる場所」が 46.7％と最も

高く、次いで「子育ての相談ができる場所」41.2％、 「ちょっとした子どもの預かり」35.4％、 「不

安や悩んだ時の話し相手」35.2％の順となっている。 

 

 

 

  

46.7%

41.2%

35.4%

35.2%

29.4%

27.6%

25.9%

22.7%

20.2%

12.9%

11.1%

12.9%

1.7%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもを遊ばせる場所

子育ての相談ができる場所

ちょっとした子どもの預かり

不安や悩んだ時の話し相手

親子が集える地域の身近な場

子育ての情報が得られる場所

子育て支援のイベント

子どもの学習の支援

食事提供等の支援

ご近所での親子サークル

子育て講座

特にない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 28 あなたは子育て中の親子（未就学児や小学生）に対して、地域でどのような支援がある

と良いと思いますか。（〇はいくつでも） 
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① 子育て中の親子にあると良いと思う支援【地区別】 

 地区別に子育て中の親子にあると良いと思う支援についてみると、10 地区で 「子どもを遊ばせる

場所」が最も高くなっており、 「Ｃ地区」57.6％、「Ｍ地区」57.4％、「Ｉ地区」55.6％の順となって

いる。 

 

＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場

所 子
育
て
の
相
談
が
で
き

る
場
所

ち
ょ
っ

と
し
た
子
ど
も

の
預
か
り

不
安
や
悩
ん
だ
時
の
話

し
相
手

親
子
が
集
え
る
地
域
の

身
近
な
場

子
育
て
の
情
報
が
得
ら

れ
る
場
所

子
育
て
支
援
の
イ
ベ
ン

ト 子
ど
も
の
学
習
の
支
援

食
事
提
供
等
の
支
援

ご
近
所
で
の
親
子
サ
ー

ク
ル

子
育
て
講
座

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1,939 46.7 41.2 35.4 35.2 29.4 27.6 25.9 22.7 20.2 12.9 11.1 12.9 1.7 5.7

Ａ地区
（第1北部地区）

99 45.5 39.4 26.3 37.4 25.3 33.3 25.3 23.2 18.2 12.1 8.1 9.1 2.0 3.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 46.0 39.6 28.8 33.1 26.6 23.7 22.3 25.2 19.4 10.1 9.4 18.0 2.2 4.3

Ｃ地区
（関内地区）

85 57.6 36.5 35.3 28.2 31.8 23.5 27.1 21.2 23.5 16.5 9.4 11.8 5.9 4.7

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 43.8 43.0 38.8 31.4 23.1 22.3 24.8 21.5 17.4 7.4 10.7 18.2 1.7 2.5

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 32.7 34.5 20.0 21.8 9.1 16.4 25.5 21.8 29.1 7.3 9.1 27.3 1.8 10.9

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 54.2 52.5 44.1 47.5 30.5 28.8 27.1 32.2 35.6 11.9 5.1 16.9 5.1 0.0

Ｇ地区
（第2地区）

214 43.9 41.1 31.8 30.4 29.4 29.4 21.5 22.9 16.4 11.7 9.3 16.8 1.9 2.3

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 50.2 44.2 39.8 43.1 35.3 35.3 27.5 23.0 21.6 14.9 14.1 8.2 1.1 4.5

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 55.6 37.7 38.4 36.4 30.5 27.8 28.5 24.5 22.5 12.6 11.9 11.9 0.7 4.6

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 42.7 32.3 34.4 32.3 26.0 25.0 28.1 22.9 25.0 12.5 14.6 11.5 1.0 10.4

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 42.1 44.3 40.2 38.7 32.8 27.3 24.0 22.1 19.2 18.1 14.0 13.3 1.5 6.3

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 44.6 45.6 34.7 37.3 31.6 29.5 27.5 20.7 15.5 13.0 9.8 10.4 1.0 4.7

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 57.4 43.5 44.4 36.1 32.4 25.0 34.3 20.4 19.4 11.1 10.2 6.5 1.9 0.0
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（２）高齢者に必要な支援・サービス 

高齢者に必要な支援・サービスについては、「在宅で医療を受けられる仕組み」が 59.7％と最も

高く、次いで「買い物サービスや配食サービス等、ちょっとした困りごとに対する生活支援」52.9％、

「医療介護が必要になっても切れ目なく支援が受けられる仕組み」51.4％の順となっている。 

 

 

 

  

59.7%

52.9%

51.4%

44.0%

40.3%

37.8%

33.2%

30.3%

23.9%

22.1%

14.6%

5.8%

2.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

在宅で医療を受けられる仕組み

買い物サービスや配食サービス等、ちょっと

した困りごとに対する生活支援

医療介護が必要になっても切れ目なく支援が

受けられる仕組み

認知症になっても暮らしやすい仕組み

介護保険制度や介護予防等の情報提供

保健・医療や介護等の専門職による家庭訪問

・相談等による支援

身近な場所での健康づくりや介護予防活動

（ウォーキング、体操教室等）

隣近所で助け合える見守りや声掛け

高齢者の権利や財産が守られる仕組み

サロンや茶話会などご近所の人と交流が

できる場

子どもや若い世代と交流する場や機会

特にない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 29 あなたは高齢者に対して、地域でどのような支援やサービスが必要だと思いますか。 

（〇はいくつでも） 
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45.8%

38.2%

29.2%

28.5%

24.3%

27.1%

38.9%

49.0%

47.9%

33.5%

32.5%

30.9%

31.4%

37.6%

58.7%

61.0%

45.2%

41.3%

40.7%

36.7%

40.3%

63.3%

62.1%

54.3%

50.7%

46.0%

43.6%

31.8%

62.9%

55.3%

56.8%

52.1%

45.3%

40.0%

31.8%

66.5%

47.1%

65.4%

46.0%

41.3%

39.1%

29.0%

0% 20% 40% 60% 80%

在宅で医療を受けられる

仕組み

買い物サービスや配食

サービス等、ちょっとした困

りごとに対する生活支援

医療介護が必要になって

も切れ目なく支援が受けら

れる仕組み

認知症になっても暮らしや

すい仕組み

介護保険制度や介護予防

等の情報提供

保健・医療や介護等の専

門職による家庭訪問・相談

等による支援

身近な場所での健康づくり

や介護予防活動（ウォーキ

ング、体操教室等）

① 高齢者に必要な支援・サービス【年代別】 

 高齢者に必要な支援・サービスを年代別にみると、「在宅で医療を受けられる仕組み」と「医療

介護が必要になっても切れ目なく支援が受けられる仕組み」では 70 歳代以上の割合が最も高くな

っており、「医療介護が必要になっても切れ目なく支援が受けられる仕組み」は年代が高くなるほ

ど割合も高くなっている。「買い物サービスや配食サービス等、ちょっとした困りごとに対する生

活支援」は 40～50 歳代の割合が高くなっている。 

 

  
27.8%

16.7%

27.1%

15.3%

13.2%

1.4%

1.4%

27.3%

17.0%

30.9%

18.6%

11.9%

2.1%

0.0%

30.8%

22.6%

29.2%

21.6%

6.9%

1.6%

1.0%

33.4%

27.5%

21.8%

16.6%

4.3%

2.8%

0.5%

27.9%

27.6%

16.8%

12.4%

3.2%

2.9%

0.6%

32.0%

24.1%

17.0%

8.8%

4.1%

1.3%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

隣近所で助け合える見守

りや声掛け

高齢者の権利や財産が守

られる仕組み

サロンや茶話会などご近

所の人と交流ができる場

子どもや若い世代と交流

する場や機会

特にない

その他

無回答

18～29歳（n=
30歳代（n=
40歳代（n=
50歳代（n=
60歳代（n=
70歳代以上（n=

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）
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４．あなたの生活や健康について 

（１）健康状態 

現在の健康状態については、「とてもよい」「まあよい」を合わせると 82.3％となっている。 

 

 

 

① 健康状態【年代別】 

 年代別に現在の健康状態をみると、「とてもよい」は「18～29 歳」が 35.4％と最も高く、「とて

もよい」「まあよい」を合わせると年代が若くなるほど健康状態はよいと回答されている。 

 

 
  

とてもよい

19.1%

まあよい

63.2%

あまりよくない

13.9%

よくない

1.9%

無回答

1.9%

(n= 1,939)

35.4%

27.3%

25.2%

16.4%

18.2%

11.0%

56.2%

59.3%

62.3%

69.4%

64.7%

63.0%

6.9%

12.9%

9.8%

13.0%

15.6%

19.8%

0.7%

0.0%

2.0%

0.9%

0.9%

4.1%

0.7%

0.5%

0.7%

0.2%

0.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答とてもよい まあよい 無回答あまりよくない よくない

問 30 現在のあなたの健康状態はいかがですか。（〇は１つ） 
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（２）健康のために取り組んでいること 

健康のために取り組んでいることは、「１日３食しっかりと食べる」が 54.0％で最も高く、次い

で「野菜を多く食べる」52.7％、 「喫煙をしない（受動喫煙をさける）」49.9％、 「１年に１回健康診

断（特定健診・人間ドック）を受ける」49.5％の順となっている。 

 

 

 

  

54.0%

52.7%

49.9%

49.5%

44.7%

40.9%

40.6%

35.8%

33.2%

32.3%

27.6%

19.1%

4.1%

2.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１日３食しっかりと食べる

野菜を多く食べる

喫煙をしない（受動喫煙をさける）

１年に１回健康診断（特定健診・人間ドック）を受ける

十分な睡眠をとる

体重や血圧などをチェックする

ウォーキング（散歩）をする

定期的に歯科検診を受ける

定期的に運動をする

塩分を控える

お酒の量を控える

定期的にがん検診を受ける

特になにもしていない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 31 あなたは健康のために、どのようなことに取り組んでいますか。（〇はいくつでも） 
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（３）認知症について関心のあること 

認知症について関心のあることは、「予防・早期発見」が 71.2％と最も高く、次いで「診断や治

療」が 52.1％となっている。 

 

 
 

  

71.2%

52.1%

32.2%

23.9%

17.0%

6.4%

1.2%

5.8%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

予防・早期発見

診断や治療

介護の仕方、かかわり方（声掛け・見守りなど）

もしものときのために自分の意思を周りに伝える

方法（エンディングノートなど）

権利や財産を守る方法（成年後見制度など）

認知症の理解を広めるボランティア活動

その他

関心はない

無回答
(n= 1,939)(n= 1,939)

問 32 認知症について、あなたはどのようなことに関心がありますか。特にあてはまるものを

３つまでお答えください。(〇は３つまで) 
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①認知症について関心のあること【年代別】 

 年代別に認知症について関心のあることをみると、 「40 歳代」の 「予防・早期発見」が 74.1％と

最も高い。また、 「診断や治療」と「介護の仕方、かかわり方（声掛け・見守りなど）」についても

「40 歳代」が最も高い割合となっている。 

 

66.7%

38.2%

29.2%

20.8%

12.5%

7.6%

0.7%

12.5%

3.5%

69.6%

45.4%

36.1%

23.2%

17.0%

3.1%

0.5%

11.3%

2.1%

74.1%

57.7%

39.0%

21.3%

20.0%

4.6%

0.7%

6.6%

2.0%

71.1%

56.4%

32.2%

20.6%

21.6%

6.6%

1.7%

3.8%

5.5%

73.5%

57.4%

30.3%

25.6%

17.6%

8.2%

1.8%

3.2%

4.7%

71.8%

50.1%

30.5%

29.9%

12.9%

6.9%

1.1%

4.7%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

予防・早期発見

診断や治療

介護の仕方、かかわり方（声掛け・見守

りなど）

もしものときのために自分の意思を周り

に伝える方法（エンディングノートなど）

権利や財産を守る方法（成年後見制度

など）

認知症の理解を広めるボランティア活動

その他

関心はない

無回答

18～29歳
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代以上（n=

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）
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（４）新型コロナウイルス感染症の取扱い変更後の生活の変化 

二年前とくらべて生活に変化があった項目について尋ねたところ、増えた項目では「世帯の支出」

が 47.2％と最も高く、減った項目では「友人・知人と過ごす時間」が 31.2％と最も高くなってい

る。 

 

 

 

  

11.7%

47.2%

16.7%

19.1%

14.0%

17.1%

5.2%

17.4%

26.7%

29.2%

30.5%

30.5%

63.9%

44.6%

64.0%

64.0%

66.9%

46.4%

71.3%

57.1%

49.4%

55.5%

42.4%

56.4%

20.3%

3.5%

11.5%

11.7%

13.3%

31.2%

18.1%

19.9%

18.8%

7.7%

22.1%

5.2%

4.1%

4.8%

7.8%

5.2%

5.8%

5.4%

5.5%

5.6%

5.2%

7.5%

4.9%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 世帯の収入

Ｂ 世帯の支出

Ｃ しごと・労働時間（学業を含む）

Ｄ 一人で過ごす時間

Ｅ 家族と過ごす時間

Ｆ 友人・知人と過ごす時間

Ｇ 地域の人とのつながり

Ｈ 運動する時間

Ｉ 店舗に出向いて買い物をする機会

Ｊ インターネットショッピングや通販の利用

Ｋ 外出する機会

Ｌ インターネットの利用

増えた 変わらない 減った 無回答

(n= 1,939)

増えた 無回答変わらない 減った

問 33 新型コロナウイルス感染症の取扱いが昨年変更されましたが、二年前の今ごろとくらべ

て、あなたの生活で次のことが増えましたか。それとも減りましたか。なお、ご自身に関連し

ない項目については「変わらない」に〇をしてください。（それぞれ○は１つずつ） 
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（５）生活のことで心配ごとや困っていること 

生活のことで心配ごとや困っていることを尋ねたところ、「自分の病気や健康」が 40.2％と最も

高く、次いで「自分の老後のこと」39.4％、「家族の病気や健康」37.3％の順となっている。 

 

 

 

  

40.2%

39.4%

37.3%

33.9%

23.1%

19.5%

15.2%

14.8%

10.8%

10.5%

9.4%

9.1%

9.0%

9.0%

6.8%

6.5%

5.9%

5.0%

11.8%

2.6%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分の病気や健康

自分の老後のこと

家族の病気や健康

景気や生活費

収入が減る

家族の介護

認知症

事故や災害

家事（食事の準備・掃除など）

近隣の犯罪や防犯のこと

住宅

一人暮らし

近隣の悪臭・騒音など

子どもの保育や教育

孤独

買物や通院等外出

仕事や職場、学校などの人間関係

失業・倒産

心配ごとや困っていることはない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 34 現在、ご自分やご家族の生活の事で心配ごとや困っていることはありますか。 

（〇はいくつでも） 
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①  生活のことで心配ごとや困っていること【年代別】 

 年齢別に生活のことで心配ごとや困っていることをみると、「60 歳代」の「自分の老後のこと」

が 50.9％と最も高く、「70 歳代以上」の「自分の病気や健康」が 50.8％と差なく続いている。「30

歳代」「40 歳代」では「景気や生活費」が最も高い。 

 

 

 

  

27.1%

17.4%

37.5%

30.6%

26.4%

13.9%

37.1%

26.8%

44.8%

46.9%

19.6%

21.6%

33.8%

38.4%

35.1%

40.3%

22.0%

19.3%

39.6%

44.5%

37.0%

36.0%

25.4%

23.5%

41.2%

50.9%

37.4%

35.6%

32.1%

24.1%

50.8%

39.8%

37.4%

24.3%

15.5%

15.3%

0% 20% 40% 60%

自分の病気や健康

自分の老後のこと

家族の病気や健康

景気や生活費

収入が減る

家族の介護

4.9%

16.7%

16.0%

10.4%

7.6%

11.1%

7.7%

17.0%

18.6%

13.9%

10.3%

8.8%

9.2%

16.4%

12.8%

13.1%

12.5%

5.2%

13.5%

12.6%

6.6%

8.8%

11.1%

5.5%

17.4%

17.9%

5.3%

12.1%

6.8%

9.4%

24.9%

13.3%

12.9%

8.2%

8.6%

14.2%

0% 20% 40% 60%

認知症

事故や災害

家事（食事の準備・掃除な

ど）

近隣の犯罪や防犯のこと

住宅

一人暮らし

18～29歳（n= 144）
30歳代（n= 194）
40歳代（n= 305）
50歳代（n= 422）
60歳代（n= 340）
70歳代以上（n= 465）

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）



68 

 

 

  

6.9%

4.9%

6.2%

0.7%

6.2%

8.3%

16.5%

27.3%

9.8%

3.6%

11.3%

7.2%

11.8%

23.0%

6.9%

6.9%

12.1%

7.9%

10.7%

8.1%

6.2%

2.4%

6.6%

5.0%

7.4%

1.5%

5.3%

5.9%

3.5%

5.6%

4.5%

0.9%

8.2%

13.3%

1.1%

0.9%

0% 20% 40% 60%

近隣の悪臭・騒音など

子どもの保育や教育

孤独

買物や通院等外出

仕事や職場、学校などの

人間関係

失業・倒産

19.4%

0.7%

0.7%

9.8%

4.1%

0.0%

13.1%

3.3%

1.3%

10.9%

3.6%

1.7%

11.2%

3.2%

2.6%

11.8%

1.1%

5.6%

0% 20% 40% 60%

心配ごとや困っていること

はない

その他

無回答

18～29歳（n= 144）
30歳代（n= 194）
40歳代（n= 305）
50歳代（n= 422）
60歳代（n= 340）
70歳代以上（n= 465）

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）



69 

② 生活のことで心配ごとや困っていること【国籍別】 

 国籍別に生活のことで心配ごとや困っていることをみると、日本国籍の方は 「自分の老後のこと」

が 40.3％と最も高く、次いで「自分の病気や健康」が 39.7％と差なく続いている。外国籍の方は

「自分の病気や健康」が 45.9％と最も高く、次いで「家族の病気や健康」43.2％、「景気や生活費」

41.2％となっている。 

 

  

39.7%

40.3%

36.8%

33.3%

22.3%

19.5%

15.8%

14.5%

10.3%

10.6%

9.3%

9.2%

9.2%

8.4%

6.9%

6.5%

5.7%

4.6%

12.0%

2.7%

3.5%

45.9%

28.4%

43.2%

41.2%

31.8%

19.6%

8.1%

18.2%

16.9%

8.8%

10.1%

8.1%

6.8%

15.5%

5.4%

6.8%

8.8%

8.8%

8.8%

1.4%

6.8%

0% 20% 40% 60%

自分の病気や健康

自分の老後のこと

家族の病気や健康

景気や生活費

収入が減る

家族の介護

認知症

事故や災害

家事（食事の準備・掃除など）

近隣の犯罪や防犯のこと

住宅

一人暮らし

近隣の悪臭・騒音など

子どもの保育や教育

孤独

買物や通院等外出

仕事や職場、学校などの人間関係

失業・倒産

心配ごとや困っていることはない

その他

無回答

日本国籍（n=）

外国籍（n=）

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）
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③ 生活のことで心配ごとや困っていること【地区別】 

 地区別に生活のことで心配ごとや困っていることをみると、「自分の病気や健康」については「Ｅ

地区」が 67.3％と最も高く、次いで「Ｊ地区」47.9％となっている。「自分の老後のこと」では「Ｉ

地区」の 47.0％が、「家族の病気や健康」では「Ｍ地区」44.4％が高い割合となっている。 

 
＜注釈＞・全体および地区毎の上位３項目を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

自
分
の
病
気
や
健
康

自
分
の
老
後
の
こ
と

家
族
の
病
気
や
健
康

景
気
や
生
活
費

収
入
が
減
る

家
族
の
介
護

認
知
症

事
故
や
災
害

家
事
（

食
事
の
準
備
・
掃

除
な
ど
）

近
隣
の
犯
罪
や
防
犯
の
こ

と 住
宅

一
人
暮
ら
し

近
隣
の
悪
臭
・
騒
音
な
ど

子
ど
も
の
保
育
や
教
育

孤
独

買
物
や
通
院
等
外
出

仕
事
や
職
場
、

学
校
な
ど

の
人
間
関
係

失
業
・
倒
産

心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る

こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1,939 40.2 39.4 37.3 33.9 23.1 19.5 15.2 14.8 10.8 10.5 9.4 9.1 9.0 9.0 6.8 6.5 5.9 5.0 11.8 2.6 3.7

Ａ地区
（第1北部地区）

99 46.5 32.3 37.4 36.4 22.2 13.1 8.1 18.2 12.1 13.1 8.1 11.1 11.1 5.1 7.1 3.0 5.1 6.1 13.1 2.0 1.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 37.4 41.7 30.9 38.1 31.7 21.6 12.9 11.5 10.8 18.0 13.7 6.5 14.4 8.6 8.6 4.3 5.8 5.0 7.9 2.9 2.9

Ｃ地区
（関内地区）

85 32.9 34.1 31.8 35.3 15.3 16.5 15.3 10.6 12.9 11.8 5.9 9.4 17.6 12.9 4.7 7.1 2.4 2.4 11.8 3.5 4.7

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 40.5 32.2 30.6 33.9 17.4 14.9 7.4 14.9 5.8 16.5 6.6 8.3 16.5 7.4 5.0 5.0 5.8 4.1 14.9 3.3 4.1

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 67.3 41.8 23.6 38.2 20.0 7.3 12.7 21.8 7.3 20.0 21.8 23.6 18.2 3.6 18.2 3.6 7.3 7.3 5.5 1.8 1.8

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 39.0 40.7 35.6 35.6 15.3 20.3 13.6 15.3 13.6 15.3 10.2 8.5 6.8 6.8 6.8 5.1 11.9 6.8 5.1 0.0 5.1

Ｇ地区
（第2地区）

214 38.8 39.3 36.0 30.8 25.2 18.7 16.4 14.0 13.1 9.8 6.1 12.6 10.3 8.9 6.5 7.9 5.6 3.3 12.6 1.9 0.9

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 37.2 40.1 40.5 31.6 22.7 23.0 14.1 17.1 10.4 7.1 8.6 9.3 6.7 9.7 7.4 8.9 5.9 4.5 14.1 3.0 2.6

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 39.7 47.0 41.1 38.4 23.2 21.2 24.5 16.6 10.6 9.9 9.3 4.6 6.6 9.9 6.6 4.6 5.3 6.0 9.9 2.6 4.0

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 47.9 44.8 42.7 33.3 26.0 19.8 20.8 11.5 13.5 7.3 7.3 12.5 9.4 12.5 9.4 3.1 5.2 1.0 12.5 2.1 3.1

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 41.7 39.9 41.3 38.0 24.4 22.1 13.7 15.9 8.9 8.9 10.0 5.5 6.3 8.5 6.6 7.0 6.3 5.5 14.0 3.0 1.8

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 40.9 40.4 39.4 26.4 21.8 23.8 15.0 16.1 9.8 6.7 11.4 9.3 3.6 9.8 3.6 8.8 7.8 6.2 11.9 4.1 1.0

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 36.1 36.1 44.4 40.7 22.2 19.4 21.3 13.0 13.9 8.3 13.9 7.4 4.6 13.9 7.4 6.5 7.4 7.4 13.9 1.9 0.0
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（６）自宅以外で安心していられる場所 

自宅以外で安心していられる場所があるか尋ねたところ、「ない」が 52.9％で、「ある」を上回っ

ている。 

 

 

 

  

ある

41.7%

ない

52.9%

無回答

5.4%

(n= 1,939)

問 35 自宅以外で安心していられる場所はありますか。（○は１つ） 
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① 自宅以外で安心していられる場所【地区別】 

 地区別に自宅以外で安心していられる場所の有無をみると、「ある」の回答では「Ｃ地区」の 61.2％

が最も高く、「ない」では「Ｆ地区」が最も高い。 

 

＜注釈＞・項目別に上位３地区を、色の濃淡で示しています。 

  

（％）

n=

あ
る

な
い

無
回
答

全体 1,939 41.7 52.9 5.4

Ａ地区
（第1北部地区）

99 46.5 50.5 3.0

Ｂ地区
（第1地区中部のうち、長者町を除く）

139 38.1 56.1 5.8

Ｃ地区
（関内地区）

85 61.2 34.1 4.7

Ｄ地区　（埋地地区のうち、寿町・松影
町・三吉町を除く）

121 46.3 49.6 4.1

Ｅ地区
（寿地区のうち、扇町・長者町を除く）

55 29.1 63.6 7.3

Ｆ地区
（石川打越地区）

59 28.8 64.4 6.8

Ｇ地区
（第2地区）

214 40.7 56.5 2.8

Ｈ地区
（第3地区のうち、滝之上を除く）

269 49.1 48.7 2.2

Ｉ地区
（第4地区南部のうち、本牧荒井を除く）

151 42.4 53.0 4.6

Ｊ地区
（第4地区北部のうち、山手町を除く）

96 41.7 53.1 5.2

Ｋ地区
（本牧・根岸地区のうち、本牧原を除く）

271 39.9 55.4 4.8

Ｌ地区
（第6地区のうち、山手町を除く）

193 41.5 56.0 2.6

Ｍ地区
（新本牧地区）

108 38.9 60.2 0.9
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（７）外国人との生活で戸惑った経験≪日本国籍の方≫ 

日本国籍の方に外国人との生活で戸惑った経験があるか尋ねたところ、「特にない」が 57.5％と

高く、戸惑った内容としては「ごみの出し方のこと」24.3％や、 「部屋からの声・物音のこと」14.6％

が多くなっている。 

 

 

 

  

24.3%

14.6%

2.6%

1.3%

6.8%

2.0%

2.8%

4.5%

4.7%

57.5%

6.0%

33.8%

16.8%

4.0%

2.8%

10.7%

3.7%

4.2%

8.7%

7.5%

48.3%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ごみの出し方のこと

部屋からの声・物音のこと

ペットのこと

食べ物のこと

駐車・駐輪のこと

お店の営業のこと

部屋の使い方のこと

言葉の行き違い

その他

特にない

無回答

令和6年度（n=

令和元年度（n=

令和６年度（n= 1,791）

令和元年度（n= 1,242）

問 36 今までに、近くに住む外国人との生活の中で戸惑った経験はありますか。内容はどのよ

うなものですか。（○はいくつでも） 
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（８）外国人の方に知ってほしいこと≪日本国籍の方≫ 

外国人に知ってほしいこととしては、「ごみの出し方」が 52.3％と最も高く、次いで「音や声の

大きさの配慮（隣近所、公共の場所）」40.3％、「日本の文化」31.2％の順となっている。 

 

 

 

  

52.3%

40.3%

31.2%

27.9%

15.2%

5.7%

2.7%

12.7%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみの出し方

音や声の大きさの配慮（隣近所、公共の場所）

日本の文化

交通ルール（自転車・バイク・自動車等）

駐車・駐輪のルール

地域活動の実施・参加方法

その他

特にない

無回答
(n= 1,791)

問 37 日本人と外国人が一緒により良く暮らしていくために、外国人の方に知ってほしいこと

は何ですか。特にあてはまるものを３つまでお答えください。（○は３つまで）。 
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（９）日本人との生活で戸惑った経験≪外国籍の方≫ 

外国籍の方に日本人との生活で戸惑った経験があるか尋ねたところ、「特にない」が 48.0％と高

く、戸惑った内容としては「言葉の行き違い」が 23.6％と最も高くなっている。 

 

 

 

  

12.8%

8.8%

4.7%

2.0%

5.4%

2.0%

0.0%

23.6%

4.1%

48.0%

11.5%

19.3%

6.0%

9.6%

8.4%

13.3%

2.4%

3.6%

27.7%

3.6%

44.6%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみの出し方のこと

部屋からの声・物音のこと

ペットのこと

食べ物のこと

駐車・駐輪のこと

お店の営業のこと

部屋の使い方のこと

言葉の行き違い

その他

特にない

無回答

令和6年度（n=

令和元年度（n=

令和６年度（n= 148）

令和元年度（n= 83）

問 38 今までに、近くに住む日本人との生活の中で戸惑った経験はありますか。内容はどのよ

うなものですか。（○はいくつでも） 
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（10）生活の困りごとの相談先≪外国籍の方≫ 

外国籍の方の生活の困りごとの相談先としては、「家族」が 47.3％と最も高く、次いで「同じ国

出身の友人、知人」38.5％、「日本人の友人、知人」33.1％の順となっている。 

 

 

 

  

47.3%

38.5%

33.1%

19.6%

15.5%

2.7%

6.1%

6.1%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族

同じ国出身の友人、知人

日本人の友人、知人

会社の人や学校の先生、職員

区役所

なか国際交流ラウンジ

相談する相手がいない

その他

無回答
(n= 148)

問 39 生活の困りごとはだれに相談しますか。（○はいくつでも） 
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（11）日本人と外国人がともにより良く暮らしていくために知りたいこと≪外国籍の方≫ 

日本人・外国人がともにより良く暮らしていくために知りたいことは、日本のルール・習慣にお

いては「音や声の大きさの配慮（隣近所、公共の場所）」が 35.8％と最も高く、日本社会の制度・

情報においては「医療」と「年金、税金等」が 51.4％で最も高くなっている。 

 

①「日本のルール・習慣」（○は３つまで） 

 

 

②「日本社会の制度・情報」（○は３つまで） 

 

  

35.8%

30.4%

29.7%

22.3%

21.6%

8.1%

0.7%

18.9%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

音や声の大きさの配慮

（隣近所、公共の場所）

日本の文化

ごみの出し方

交通ルール（自転車・

バイク・自動車等）

地域活動の実施・参加方法

駐車・駐輪のルール

その他

特にない

無回答
(n= 148)

51.4%

51.4%

20.3%

16.2%

15.5%

14.9%

14.2%

0.7%

14.2%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

医療

年金、税金等

仕事

防災

教育

子育て

住まい

その他

特にない、わからない

無回答 (n= 148)

問 40 日本人と外国人が一緒により良く暮らしていくために、それぞれ知りたいことは何です

か。特にあてはまるものを３つまでお答えください。 
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（12）日本人と外国人がともにより良く暮らしていくために必要だと思うこと 

日本人・外国人がともにより良く暮らしていくために必要だと思うことは、「そもそも違いがある

ことを認め合う」が 62.4％と最も高く、次いで「差別的な意識を持たない」が 52.1％と続いてい

る。 

 

 

 

  

62.4%

52.1%

47.3%

45.7%

45.2%

25.5%

25.2%

19.9%

13.3%

8.9%

3.3%

4.4%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

そもそも違いがあることを認め合う

差別的な意識を持たない

あいさつなどを積極的にする

互いの国の文化や生活習慣を知り合う

地域のルールを確認し、互いに教え合う

町の看板などに外国語の案内を増やす

相手に興味を持つ

町の看板などにやさしい日本語（簡単な

日本語）の案内を増やす

互いの国の言葉を学ぶ

地域の活動に誘い合う

その他

わからない

無回答 (n= 1,939)

問 41 日本人と外国人が同じ地域の中で一緒により良く暮らしていくためには、何が必要だと

思いますか。（○はいくつでも）。 
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① 日本人と外国人がともにより良く暮らしていくために必要だと思うこと【国籍別】 

 国籍別に日本人・外国人がともにより良く暮らしていくために必要だと思うことをみると、日本

国籍・外国籍ともに最も高い 「そもそも違いがあることを認め合う」については、国籍による差は

あまりないが、「地域のルールを確認し、互いに教え合う」については、日本国籍の方が外国籍より

18.2 ポイント高くなっている。 

 

  

62.3%

51.8%

48.1%

46.0%

46.6%

25.4%

25.7%

19.7%

12.8%

8.7%

3.4%

4.4%

3.1%

64.2%

56.1%

37.8%

42.6%

28.4%

26.4%

18.9%

22.3%

18.9%

11.5%

2.7%

5.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

そもそも違いがあることを認め合う

差別的な意識を持たない

あいさつなどを積極的にする

互いの国の文化や生活習慣を知り合う

地域のルールを確認し、互いに教え合う

町の看板などに外国語の案内を増やす

相手に興味を持つ

町の看板などにやさしい日本語（簡単な日本

語）の案内を増やす

互いの国の言葉を学ぶ

地域の活動に誘い合う

その他

わからない

無回答

日本国籍

外国籍（n= 14

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）
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５．お住まいの区の地域行政について 

（１）行政情報や地域情報の入手方法 

行政情報や地域情報の入手方法については、「広報よこはま中区版」が 60.6％で最も高く、次い

で「回覧板」28.9％、「市が発行しているその他の印刷物（パンフレット、ちらしなど）」27.2％、

「一般の新聞・テレビ・ラジオ・ウェブサイト」26.0％の順となっている。 

 

 

 

  

60.6%

28.9%

27.2%

26.0%

23.8%

16.8%

10.6%

8.5%

6.3%

5.2%

2.9%

2.2%

0.7%

13.7%

1.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

広報よこはま中区版

回覧板

市が発行しているその他の印刷物

（パンフレット、ちらしなど）

一般の新聞・テレビ・ラジオ・ウェブサイト

ポスター・掲示板

タウン情報誌

区のホームページ

口コミ

地域のインターネットメディア

区のソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、

LINE）

区以外のソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）

、フェイスブックなど）

区のスマートフォン等のアプリ

中区多言語広報紙 Naka Ward Town News

（英文広報）、春夏秋冬（中文広報）

情報を得ていない

その他

無回答 (n= 1,939)

問 42 あなたは普段、どのような方法でお住まいの区の行政情報や地域情報を入手しています

か。 （〇はいくつでも） 
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① 行政・地域情報の入手方法【年代別】 

年代別に行政情報や地域情報の入手方法をみると、上位６項目すべてにおいて 70 歳代以上の割

合が最も高く、年代が高くなるほど割合も高くなっている。一方、「情報を得ていない」では 18～

29 歳が最も高く、年代が高くなるほど割合は低くなっている。 

 

 

  
22.2%

13.9%

11.8%

13.2%

7.6%

5.6%

9.0%

3.5%

33.5%

19.6%

18.0%

17.5%

22.2%

7.7%

18.0%

9.3%

50.5%

24.3%

23.0%

18.7%

18.4%

9.8%

8.2%

8.2%

66.1%

26.1%

26.5%

23.2%

26.1%

14.0%

11.8%

7.3%

73.5%

31.2%

32.4%

30.6%

26.8%

24.1%

11.5%

9.1%

78.5%

41.1%

35.7%

38.3%

30.3%

26.9%

8.2%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報よこはま中区版

回覧板

市が発行しているその他

の印刷物（パンフレット、ち

らしなど）

一般の新聞・テレビ・ラジ

オ・ウェブサイト

ポスター・掲示板

タウン情報誌

区のホームページ

口コミ

4.9%

8.3%

5.6%

2.1%

2.8%

37.5%

0.0%

0.7%

7.7%

10.3%

4.1%

1.5%

0.5%

27.8%

1.5%

0.5%

8.5%

5.9%

3.6%

2.0%

0.7%

19.0%

0.3%

0.3%

6.6%

7.8%

3.1%

2.1%

0.0%

12.1%

1.4%

0.2%

8.2%

4.1%

3.5%

4.1%

0.6%

6.8%

1.8%

0.6%

3.7%

0.6%

0.6%

1.3%

0.6%

4.7%

0.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のインターネットメディ

ア

区のソーシャルメディア（Ｘ

（旧ツイッター）、LINE）

区以外のソーシャルメディ

ア（Ｘ（旧ツイッター）、フェ

イスブックなど）

区のスマートフォン等のア

プリ

中区多言語広報紙 Naka 

Ward Town News（英文広

報）、春夏秋冬（中文広報）

情報を得ていない

その他

無回答

18～29歳（n=
30歳代（n=
40歳代（n=
50歳代（n=
60歳代（n=
70歳代以上（n=

18～29歳（n= 144）

30歳代（n= 194）

40歳代（n= 305）

50歳代（n= 422）

60歳代（n= 340）

70歳代以上（n= 465）
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② 行政・地域情報の入手方法【国籍別】 

行政情報や地域情報の入手方法を国籍別でみると、上位２つの項目で割合の差が大きく、「広報

よこはま中区版」は 24.7 ポイント、「回覧板」は 13.0 ポイント、日本国籍の方が高い。「情報を得

ていない」は外国籍の方が 6.4 ポイント高い。 

 

 

  

62.5%

29.9%

27.7%

26.3%

24.3%

17.4%

10.2%

8.3%

6.3%

5.2%

2.8%

2.1%

0.2%

13.2%

0.9%

2.5%

37.8%

16.9%

20.3%

22.3%

17.6%

10.1%

15.5%

10.8%

7.4%

4.7%

4.1%

3.4%

6.8%

19.6%

2.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

広報よこはま中区版

回覧板

市が発行しているその他の印刷物（パンフ

レット、ちらしなど）

一般の新聞・テレビ・ラジオ・ウェブサイト

ポスター・掲示板

タウン情報誌

区のホームページ

口コミ

地域のインターネットメディア

区のソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッター）、

LINE）

区以外のソーシャルメディア（Ｘ（旧ツイッ

ター）、フェイスブックなど）

区のスマートフォン等のアプリ

中区多言語広報紙 Naka Ward Town News

（英文広報）、春夏秋冬（中文広報）

情報を得ていない

その他

無回答

日本国籍

外国籍（n= 14

日本国籍（n= 1791）

外国籍（n= 148）
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（２）行政の支援やサービスに対する評価 

（ア）行政の支援やサービスの満足度 

行政の支援やサービスに対する満足度について 「満足」「まあ満足」を合わせてみると、 「日常の

買い物の利便性」が 51.1％と最も高く、次いで「バス・地下鉄・電車等の利便性」49.0％、「公園

（動物園）の整備」41.2％の順となっている。 

 

 

 

16.6%

16.9%

11.2%

8.6%

7.4%

9.5%

9.5%

8.2%

5.5%

6.8%

5.1%

4.1%

3.7%

2.7%

34.5%

32.1%

30.0%

31.4%

30.8%

28.7%

23.5%

24.4%

26.3%

18.9%

18.3%

14.5%

14.4%

12.7%

18.9%

15.2%

22.7%

22.4%

22.8%

26.1%

29.2%

30.2%

24.3%

23.1%

30.4%

27.7%

33.1%

32.9%

8.3%

11.1%

6.8%

9.9%

9.2%

5.7%

3.1%

6.8%

11.1%

4.1%

5.9%

5.3%

8.4%

6.7%

4.2%

7.1%

3.4%

3.5%

4.6%

2.9%

2.3%

3.6%

5.2%

2.7%

3.6%

3.0%

3.5%

3.5%

9.1%

8.7%

16.9%

15.2%

15.9%

17.8%

22.4%

17.9%

18.4%

35.0%

27.2%

36.3%

26.8%

31.5%

8.6%

8.8%

9.0%

9.1%

9.2%

9.2%

9.9%

8.9%

9.3%

9.5%

9.6%

9.1%

10.2%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の買い物の利便性

バス・地下鉄・電車等の利便性

公園（動物園）の整備

病院・診療所や救急医療の充実

街の美化

みどりの保全・緑化の推進

観光の振興

区役所サービス

移動しやすいまちづくり・環境整備（駅舎の

エレベーター設置、バリアフリー化など）

図書館・図書貸出取次サービス窓口の

整備や読書週間の推進

感染症対策

地区センター・コミュニティハウス・

地域ケアプラザの使いやすさ

防犯対策

台風・地震等の災害対策

(n= 1,939)

問 43 中区の行政の支援やサービスについて、あなたの(ア)「満足度」と(イ)「重要度」をそ

れぞれお答えください。（各行の（ア）満足度と（イ）重要度について、それぞれ〇は１つず

つ） 

満足 まあ満足 どちらでも やや不満
不満 分からない・回 無回答

満足

不満

まあ満足

分からない・回答しない

どちらでもない

無回答

やや不満
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2.8%

3.5%

2.4%

2.6%

2.3%

3.0%

2.2%

2.2%

1.9%

2.0%

1.8%

2.1%

2.0%

1.8%

1.8%

1.1%

1.3%

1.4%

0.6%

12.5%

11.6%

11.9%

11.4%

11.5%

10.8%

9.6%

9.6%

9.3%

8.1%

8.1%

7.2%

6.9%

5.8%

4.6%

5.1%

3.9%

3.6%

2.8%

28.8%

28.9%

18.1%

32.1%

31.5%

32.3%

33.9%

26.4%

17.5%

16.8%

24.9%

24.6%

32.3%

28.0%

25.0%

22.8%

18.6%

17.8%

24.5%

11.0%

3.0%

5.6%

3.6%

4.2%

4.0%

4.9%

6.5%

6.1%

6.3%

5.9%

5.3%

4.0%

5.5%

6.1%

4.6%

4.9%

6.0%

8.7%

6.1%

1.2%

3.7%

2.0%

2.4%

1.5%

1.7%

2.8%

4.0%

4.7%

3.1%

1.7%

1.6%

3.2%

4.4%

2.5%

3.7%

3.5%

6.3%

29.2%

42.3%

48.1%

38.2%

38.3%

37.9%

37.9%

43.0%

52.8%

52.8%

46.5%

49.2%

43.2%

45.4%

47.9%

54.0%

57.4%

58.0%

47.2%

9.5%

9.5%

10.3%

10.1%

9.9%

10.5%

9.7%

9.4%

8.5%

9.4%

9.6%

10.0%

10.1%

10.4%

10.1%

9.9%

10.2%

9.7%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街振興

消防団活動、防災訓練や研修

学校教育の充実

スポーツ振興

健康づくりに関する取組

食の安全対策（食中毒予防等）

地域コミュニティの活性化・支えあい

高齢者福祉サービス

妊娠・出産・子育て支援

保育園等の整備・放課後の居場所づくり

在宅医療や介護の充実

障害児・者福祉サービス

国際交流・協力、多文化共生の推進

環境にやさしいエネルギーに関する取組

経済的に困っている人への生活支援

青少年の健全育成

児童虐待・ＤＶの防止

困難な状況にある子ども・家庭への支援

空き家対策

(n= 1,939)

満足 まあ満足 どちらでも やや不満
不満 分からない・回 無回答

満足

不満

まあ満足

分からない・回答しない

どちらでもない

無回答

やや不満
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（イ）行政の支援やサービスの重要度 

行政の支援やサービスに対する重要度について「重要」「やや重要」を合わせてみると、「バス・

地下鉄・電車等の利便性」が 77.5％と最も高く、次いで 「病院・診療所や救急医療の充実」77.4％、

「防犯対策」74.5％の順となっている。 

 

 

 

 

 

47.1%

54.0%

50.2%

40.0%

46.0%

33.3%

34.2%

36.1%

33.7%

32.9%

45.5%

34.9%

25.7%

24.9%

30.4%

23.4%

24.3%

32.1%

24.9%

36.7%

34.2%

27.7%

28.7%

28.6%

15.8%

26.4%

33.8%

34.2%

8.7%

7.2%

8.0%

12.7%

9.1%

12.5%

11.9%

10.7%

18.8%

12.7%

6.4%

15.5%

19.0%

19.9%

0.6%

0.7%

0.3%

1.3%

0.6%

1.4%

1.2%

1.2%

1.1%

1.9%

0.6%

2.1%

2.5%

2.6%

0.2%

0.2%

0.1%

0.3%

0.2%

0.3%

0.3%

0.7%

0.3%

1.0%

0.6%

1.1%

0.8%

0.8%

4.6%

6.3%

8.1%

5.0%

10.2%

7.1%

9.7%

14.6%

8.7%

14.2%

21.9%

11.1%

9.0%

8.4%

8.5%

8.3%

8.9%

8.6%

9.0%

8.8%

8.4%

9.0%

8.7%

8.7%

9.1%

8.9%

9.2%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス・地下鉄・電車等の利便性

病院・診療所や救急医療の充実

防犯対策

日常の買い物の利便性

台風・地震等の災害対策

街の美化

移動しやすいまちづくり・環境整備（駅舎の

エレベーター設置、バリアフリー化など）

在宅医療や介護の充実

区役所サービス

高齢者福祉サービス

児童虐待・ＤＶの防止

感染症対策

みどりの保全・緑化の推進

公園（動物園）の整備

(n= 1,939)

満足 まあ満足 どちらでも やや不満
不満 分からない・回 無回答

重要

重要ではない

やや重要

分からない・回答しない

どちらでもない

無回答

あまり重要ではない
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40.0%

30.9%

37.7%

26.4%

30.0%

35.4%

38.6%

26.6%

29.7%

20.9%

19.0%

25.7%

21.8%

18.7%

17.3%

15.7%

13.2%

13.8%

11.5%

18.6%

26.0%

18.5%

29.8%

25.8%

18.8%

15.4%

25.9%

22.3%

30.0%

31.8%

24.9%

26.5%

28.3%

25.9%

26.6%

28.0%

25.7%

22.9%

8.4%

17.4%

8.0%

17.3%

14.1%

8.1%

7.2%

16.3%

11.8%

21.0%

23.0%

18.3%

19.1%

26.8%

24.1%

26.3%

28.3%

27.2%

31.6%

0.8%

1.8%

1.0%

1.1%

0.9%

1.4%

1.5%

2.8%

1.7%

2.4%

3.1%

2.6%

3.2%

4.5%

4.9%

4.4%

3.8%

3.3%

6.0%

0.7%

0.6%

1.0%

0.3%

0.6%

1.3%

1.3%

2.1%

0.9%

0.7%

1.3%

2.3%

1.2%

2.2%

1.8%

1.8%

1.3%

2.7%

2.1%

21.9%

14.1%

24.6%

15.7%

19.6%

25.6%

26.6%

17.0%

24.3%

15.6%

12.6%

16.8%

18.8%

10.7%

16.7%

16.5%

15.6%

17.8%

15.8%

9.7%

9.1%

9.1%

9.3%

8.9%

9.4%

9.4%

9.3%

9.3%

9.5%

9.1%

9.4%

9.3%

8.9%

9.3%

8.8%

9.7%

9.4%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校教育の充実

食の安全対策（食中毒予防等）

困難な状況にある子ども・家庭への支援

消防団活動、防災訓練や研修

障害児・者福祉サービス

保育園等の整備・放課後の居場所づくり

妊娠・出産・子育て支援

経済的に困っている人への生活支援

青少年の健全育成

健康づくりに関する取組

商店街振興

環境にやさしいエネルギーに関する取組

空き家対策

観光の振興

図書館・図書貸出取次サービス窓口の

整備や読書週間の推進

地区センター・コミュニティハウス・

地域ケアプラザの使いやすさ

地域コミュニティの活性化・支えあい

国際交流・協力、多文化共生の推進

スポーツ振興

(n= 1,939)

満足 まあ満足 どちらでも やや不満
不満 分からない・回 無回答

重要

重要ではない

やや重要

分からない・回答しない

どちらでもない

無回答

あまり重要ではない
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⑪

㉙

⑫

㉘

⑦

㉛

⑳

⑰

⑲
⑧

④⑭

①
②⑬

③

㉕
⑩⑥

㉒

㉓

⑨

⑤

⑮
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⑯

㉑

⑱
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㉗

㉚

㉖

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

満
足
度

重要度

満足度と重要度の散布図

① 妊娠・出産・子育て支援

② 保育園等の整備・放課後の居場所づくり

③ 困難な状況にある子ども・家庭への支援

④ 青少年の健全育成

⑤ 児童虐待・ＤＶの防止

⑥ 学校教育の充実

⑦ 図書館・図書貸出取次サービス窓口の

整備や読書週間の推進

⑧ 健康づくりに関する取組

⑨ 感染症対策

⑩ 食の安全対策（食中毒予防等）

⑪ スポーツ振興

⑫ 地域コミュニティの活性化・支えあい

⑬ 障害児・者福祉サービス

⑭ 経済的に困っている人への生活支援

⑮ 高齢者福祉サービス

⑯ 在宅医療や介護の充実

⑰ 環境にやさしいエネルギーに関する取組

⑱ 街の美化

⑲ 商店街振興

⑳ 空き家対策

㉑ 移動しやすいまちづくり・環境整備（駅舎

のエレベーター設置、バリアフリー化など）

㉒ 公園（動物園）の整備

㉓ みどりの保全・緑化の推進

㉔ 台風・地震等の災害対策

㉕ 消防団活動、防災訓練や研修

㉖ バス・地下鉄・電車等の利便性

㉗ 防犯対策

㉘ 地区センター・コミュニティハウス・地域

ケアプラザの使いやすさ

㉙ 国際交流・協力、多文化共生の推進

㉚ 病院・診療所や救急医療の充実

㉛ 観光の振興

㉜ 日常の買い物の利便性

㉝ 区役所サービス



88 

６．自由意見 

（１）自由意見 

 

 

 

件数 小分類 件数

A 交通・道路 72 総合交通対策 10

鉄道 11

バス 26

道路 4

駐車・駐輪 5

交通安全対策 14

その他 2

B マナー・ルール 26

C ごみ・リサイクル 35 ごみ収集 18

まちの美化 17

D 都市整備・開発と住宅 29 建築指導 10

都市景観 12

米軍施設 3

その他 4

E 福祉 30 高齢者福祉 14

障害者福祉 4

生活保護・援護対策 1

バリアフリーの推進 2

その他 9

F 公害・環境保全・緑 36 騒音振動 7

環境保全対策 10

緑地保全・緑化推進 13

野生動物対策 3

その他 3

G 子育て 35 子育て支援 25

保育園 2

放課後児童育成 1

子育て助成・給付 2

その他 5

H 保健・衛星・医療 13

I 市民交流・地域イベント 16

J 市民利用施設 35 公園 7

スポーツ施設 7

公会堂・地区センター 3

コミュニティハウス 1

市・区庁舎 3

その他の市民利用施設 10

その他 4

大分類

問 44 今後、区をより魅力ある、暮らしやすいまちにしていくためのご意見を、ご自由にお書

きください。 
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＊記入があった調査票の件数は 件。テーマ分類は横浜市の「市民の声」の大分類に「マナー・ルー

ル」「市民交流・地域イベント」「多文化共生」「区・市への感謝など」を追加して各意見を振り分け

ています。複数の分類にまたがる意見が記載されている場合は、それぞれのテーマ分類ごとにカウ

ントしています。 

 

件数 小分類 件数

K 防犯・防災・消防 32 防犯 7

防災・消防 4

その他 21

L 都市経営・運営 28 計画・調査 3

行政改革・組織 19

ＩＴ推進 4

その他 2

M 経済・産業 26 産業振興 18

労働・雇用 2

消費生活 4

その他 2

N 戸籍・税金・保険年金 15 税金 13

その他 2

O 職員（教職員を除く） 11 市民対応 11

P 広報・広聴・市民相談・情報公開 29 広報・広聴・市民相談 11

情報公開 18

Q 港湾・河川 2 港湾 2

R 市民活動 8 市民活動・生涯学習 3

自治会・町内会 4

その他 1

S 教育 9 教育内容 2

通学 1

その他 6

T 観光・シティセールス 14 観光 5

シティセールス 5

Green EXPO 1

その他 3

U 多文化共生 13

V 区・市への感謝など 10

W その他 39

大分類


